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いちょうの木がくれたつながり
島根県・安来市立社日小学校・六年
足立　崇人
　「とっても楽しいよ！」この声を聞いて、僕はとても嬉しい気持ちになりました。
　僕が住んでいるのは小さな町。家の近くには神社があって、その真ん中には大きな大きないちょうの木があります。その木を囲むようにして毎年夏休みにはラジオ体操をしています。去年までは町内の小学生だけで集まって、ただただ体を動かすだけでしたが、今年の夏、六年生で班長になった僕は、新しい企画を考えました。それは、子どもだけではなく地域のおじいさんおばあさんを誘って一緒にやることです。
　きっかけは、小学校の課外活動で地域のおじいさんやおばあさんからいろいろなことを教わったことでした。今回、「もっと地域の人たちと仲良くなれる活動を自分たちでもできないだろうか」と考えました。そこで、夏休みのラジオ体操に新しい工夫を取り入れてみることにしました。ラジオ体操をした後に集まってくれたおじいさんおばあさんたちと一緒にふれあい活動をすることです。ふれあい活動の内容は、「今日は何の日？」コーナーを作り、子どもたちから説明すること。そしてもうひとつ、子どもたちとおじいさんおばあさんで簡単なレクリエーション活動をすることでした。
　ラジオ体操はもともと体を動かして健康を保つことを目的に始まった活動ですが、実際にやってみると、それ以上の効果があったように感じました。僕たちが毎日「今日は何の日」を発表すると、笑ってくれたり、なるほどと感心してくれたり、そこから会話がどんどん広がっていきました。「今日はどんな一日にしようかな。」とみんなが前向きな気持ちになれたような気がします。
　また、ふれあい活動を続けていくうちに、お年寄りと子どもがお互いの顔や名前を覚えるようになり、自然と会話も増えました。体操の後に「あだち君今日も元気でええね！」「誘ってくれてありがとうね！」と声をかけてもらえるようになりました。参加してくれたお年寄りの口コミで少しずつ参加者も増えて、「毎日楽しみにしちょーけんね。」と感謝の言葉をかけてもらうと、僕たちもやりがいを感じました。
　ラジオ体操期間が終わったある日、参加してくれていたおばあさんに道ですれ違い、「お元気ですか？」と声をかけました。するとそのおばあさんは笑顔で「まぁ、ありがとうね。毎日がとっても楽しいよ。」と答えてくれました。その言葉を聞いて僕は、自分たちの活動が少しずつ地域の皆さんを元気に、明るくし始めているのだと気づき、とても嬉しくなりました。
　この活動を続けるうちに、僕は「社会を明るくする運動」とはどういうことか考えるようになりました。テレビや新聞では、毎日のように悲しい事件や犯罪のニュースを目にします。そのたびに、犯人はどうしてもっと周りの人に相談をしたり、助けを求めたりできなかったのだろう、と思いました。心が満たされず、こ独を感じることが事件につながってしまうのではないか、と考えました。今回の企画を通して、大人も子どもも顔を合わせて声をかけ合い、心を通わせることで気持ちが明るくなり、満たされていくのを感じました。そうして心が元気になると、学校でも仕事でも前向きに頑張れるようになり、社会全体が明るくなっていくのではないかと思います。地域のつながりが強くなることは、犯罪を減らす大きな力にもなるはずです。
　僕は来年中学生になりますが、この活動を四年生、五年生に引き継ぎ、自分も参加し続けたいと思います。そして、周りの人の心を少しでも動かし、社会を明るくできるような人間になりたいです。そしていつか、地域の人みんなが「毎日がとても楽しいよ」と笑顔で言い合えるような社会をつくることが、僕の目標です。
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立ち直りに寄り添うとは
愛媛県・西条市立東予東中学校・三年
藤田　一花
　私の父が勤めている職場には、年齢や出身、国籍も違う様々な人たちが在籍しています。その中には前科がある人も少なくはないそうです。
　三年ほど前、刑務所に服役していたＡさんという方が父の職場で働き始めました。作業に慣れるまで時間は掛かったけれど、仕事はとても丁寧で、毎日誰よりも早く出社し、一番遅く帰る生活を続けていたそうです。職場のみんなは真面目で優しいＡさんを慕っていました。その頃のＡさんに、私も一度会ったことがありますが、柔らかな物腰から、温かい人だと感じました。
　ようやく仕事にも慣れてきた頃、Ａさんは突然仕事を辞め、誰も連絡が取れなくなってしまいました。後から分かったことですが、Ａさんが辞職した理由は、同じアパートの住人たちから退去の催促をされ、それに嫌気がさしたからだったそうです。職場のみんながＡさんの辞職に戸惑いました。理由を知った私もその話を聞いたとき、やるせない気持ちになったことを今でも鮮明に覚えています。
　Ａさんの辞職からかなりの時間が経ち、父は再びＡさんと連絡が取れるようになりました。今回、私が社会を明るくする運動の作文でＡさんのことを書きたいと父に相談すると、父はＡさんとの食事に連れて行ってくれました。久しぶりに会ったＡさんは以前と変わらず優しくて、「作文に書いてくれて嬉しい」と、辞職した当時のことをたくさん話してくれました。
　アパートでは、周りからいつも白い目で見られていた。近くを通れば避けられ、聞こえる距離で心無いことを言われた。でもそれは当たり前であって、自分がここに住んで申し訳ないと思っていた。そんな中で職に就けることになった。やっと就けた仕事だから頑張りたい。でも人との付き合い方が分からない。不安を抱えながら仕事を続けていたが、職場の人は優しかった。ここで働けて良かった、仕事が楽しいと思えるようになったが、自分が楽しんでいいのかという思いが常にあった。職場の人たちは温かく接してくれるが、アパートの住人たちは自分をよく思ってはいない。だから、毎日一番遅くに職場を出て、歩いて時間を潰し、深夜にアパートに帰る。朝早くにアパートを出て、誰よりも早く出社する。とにかくアパートにはいたくなかった。そんな日々の中で、ある日、父と一緒に私と会うことになった。近所の子どもたちにからかわれたり、保護者の目や態度が気になったりして、自分からは関わってこなかった。だから、私と初めて会うときは怖かった。でも、そんな風に思うのは相手に失礼だ。相手のことを勝手に決めつけるのは、あのアパートの住人と同じだ。そう思って、私と会うことにしたそうだ。
　Ａさんのこれまでのことを聞いて、私は気持ちを言葉にすることができませんでした。私は父の仕事の辛さを知っています。怪我も多く、体力も精神力も必要な仕事です。毎日誰もいない職場に行き、疲れた体で暗闇を歩くＡさんは、どんな気持ちでいたのだろうと、アパートの人たちへの怒りも湧きました。しかし、Ａさんの最後の言葉を聞いて、私自身もはっとさせられました。それは、会って話をするまでは私もＡさんを「怖い」と思い、服役していたことがあるという良くないイメージで見ていたからです。
　私たちは、自分の想像や思い込みで人を判断してしまいがちです。その人のことを知ろうともせず、先入観を持って他者と接することは、いつしか差別や偏見につながります。大切なことは、相手の経歴や過去にとらわれず、今自分の目の前にいる人と向き合おうとすることだと思います。私はＡさんと実際に話をしてＡさんの優しさを知りました。アパートの人たちも、もっと話をしていればまた違う結末があったかもしれません。
　人は何度でもやり直せる。けれど、立ち上がるためには場所と周りの手助けが必要です。Ａさんは、
「逃げる場所を間違えず、周りの人、自分を大切にしてくれる人を大切に。」
と教えてくれました。私はこれから、誰に対しても進んで話をしようとすること、しっかりと言葉にすること、そして言葉を大切にすることを心掛け、周りの人たちに寄り添っていきたいと思います。
　父とＡさんは、今もたまに食事に行き、他愛もない話をするそうです。誰もが互いに、友人として笑いあったり、楽しく食事ができたりするような、そんな明るい社会になることを願い、私も目の前にいる人と向き合って、大切にしていきたいと思います。　
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小さな優しさが広げる明るい社会
岐阜県・瑞穂市立穂積小学校・六年

新田　桂士
　この夏、ぼくはサマーキャンプに参加しました。幼稚園から中学校までの子どもたちが協力して過ごすことを目的としたキャンプです。初めて会う子もたくさんいましたが、みんなで一緒に遊んだり、食事をしたりしながら三日間を過ごし、だんだんと仲良くなっていきました。
　キャンプ二日目の朝、食堂で朝ごはんを食べるときのことです。ぼくは、ヨーグルトを買おうと並び、ちょうど最後の一つを手に取りました。すると、後ろには一緒にキャンプを過ごしている幼稚園くらいの男の子が、ヨーグルトを楽しみにして、百円玉をぎゅっと握りしめて並んでいました。スタッフの方がその子に、
「ごめんね、ヨーグルト売り切れちゃった。」と伝えると、その子は泣きそうな顔をして、何も言えませんでした。ぼくは思わず自分がほしかったことも忘れて、
「これ、いいよ。」
と手に持っていたヨーグルトを差し出しました。その子は、泣きそうだった顔から、笑顔になって、
「ありがとう。」
と小さな声で言い、ヨーグルトを受け取って席に戻っていきました。
　その日はプールやバーベキューなど、みんなで楽しい一日を過ごしました。夜のビンゴ大会の会場に行くと、朝ヨーグルトをあげたあの男の子が、ぼくのとなりに座りました。お母さんが後ろから見守っていましたが、その子は
「このお兄ちゃんに教えてもらって、自分でやってみるから大丈夫。」
と言いました。ぼくはその言葉を聞いて、とてもうれしい気持ちになりました。朝の小さな思いやりが、この子の「やってみたい。」という勇気につながったのだと思いました。
　ぼくのおじいちゃんは、長年「保護司」という活動をしています・保護司とは、犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える人のことです。
保護観察中の人と面接をしたり、生活や仕事の相談にのったり、社会に戻るための手助けをしたりします。国から任命された非常勤の公務員ですが、ボランティアとして活動しているそうです。
　最初、おじいちゃんの仕事はとても難しく、こわい人と会わなければならない大変な役目だと思っていました。でも、日頃のおじいちゃんを見ていると、そんな印象は変わりました。訪ねてきた人に畑で採れた野菜をわたしたり、
「仕事はどう？」
「困っていることはない？」
とコーヒーを一緒に飲みながら話したりしています。おじいちゃんの話では、犯罪や非行をしてしまう人の多くは、家庭の中でつらい思いをしていたり、困ったときに助けてもらえなかったり、こ独を感じていたりするそうです。そう聞くと、「犯罪」という言葉が遠い世界の出来事ではなく、自分の周りにも起こることのように感じます。
　だからこそ、だれかが困っているときに、少しでも気づいて声をかけることや、助けの手を差し伸べることが大切だと思います。大きなことではなくてもいい、ほんの少しの勇気や思いやりが、その人の心を温かくし、信頼や安心につながるのだと感じました。
　ぼくがキャンプでヨーグルトをゆずったことは、とても小さなことです。でも、その出来事からその子がぼくに親しみを持ち、「自分でやってみたい」という一歩を踏み出したことを見て、小さな思いやりが人を変える力になるのだと知りました。
　もし、世界中の人がこんな小さな優しさを大切にできたら、いじめも、犯罪も、もっと少なくなると思います。困っている人を見て見ぬふりをするのではなく、
「大丈夫？」
と声をかけられる人でありた。そんな人が増えれば、きっと社会はもっと明るくなります。
　この夏、ぼくはキャンプとおじいちゃんの活動から、大切なことを学びました。社会を明るくするためにできることは、大きなことではなく、目の前の人を思いやる小さな優しさから始まるのだということです。これからも、日常の中でその小さな優しさを重ねていきたいです。
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「待ってるからね」「おかえり」の力
鹿児島県・鹿児島市立武小学校・五年
須ケ牟田　怜奈
　私の家には木製の子供用キッチンがあります。ハートのついた引き出しやいすもあって机として使えるので、昔からのお気に入りです。
　先日、母から、このキッチンは刑務所に入っている人たちが作ったものだと聞かされました。私は「刑務所に入る人＝悪くて怖い」というイメージがあったので、その人たちがこんなにかわいくて本格的な物を作ることができるなんて信じられなかったし、自分に刑務所とのつながりがあったことにおどろきました。
　私のキッチンは、受刑者が製作したものを展示・販売する「矯正展」で販売されていたものだそうです。そんなイベントがあると知ってまたおどろきました。インターネットで調べてみると、矯正展を取り上げた地元のニュース動画を見つけました。そこでは家具や革ぐつ、財布、干ししいたけやお茶の葉などたくさんのものが販売されており、たくさんのお客さんでにぎわっていました。みんなとても楽しそうで、なかには、
「安くて質のいいものが手に入るので、毎年訪れるのを楽しみにしている。」
と言っている人もいました。え、なんだかふつうのお店みたい。刑務所のイベントなのにすごくにぎわっているなあ、とおどろきました。「刑務所＝きびしくて社会から切りはなされた場所」というイメージがあったので、こんなに楽しそうに社会とつながっていることに拍子抜けしました。また、受刑者が製作を通して身に付けた技術が社会復帰に役立つことも初めて知り、刑務所に行ったら終わりではなく、いつか社会にもどって人生が続いていくという、それまで全く気にしていなかったことにも気づきました。
　受刑者が社会復帰するときに深く関わっているのが、保護司や保護観察官です。屋久島でお寺の住職をしていた私の高祖父は、保護司をしていたそうです。祖母に話を聞くと、
「紙を持ったお兄ちゃんたちが毎月おじいちゃんの家にハンコをもらいにやって来て、おじいちゃんはその度に『まじめにがんばってるか？』『また待ってるからね。』と声をかけていたよ。」
と教えてくれました。
　私は「また待ってるからね。」という言葉がすてきだと思いました。「がんばって」「しっかりしてね」「もう悪いことをしないでね」より、「待ってるからね」の方が温かい感じがするし、自分が相手に大切にされている、自分の居場所があるという安心感があります。
　また、私の父は以前保護観察官をしており、家にあったホゴちゃんのメモ帳にこの言葉が使われていた意味が分かるような気がします。
　今年の夏、私は水泳記録会の選手に選ばれていましたが、大会前日に水ぼうそうにかかり出場できなくなりました。友達や先生方に申し訳ない気持ちでいっぱいになり、学校に行きづらいと思いましたが、担任の先生は、「気にしなくていいからね、元気になってまた学校においでね。」
と言ってくださいました。私は、せめられなかったことにほっとしたし、また学校においでと言ってもらえてずいぶん心が軽くなりました。社会復帰を目指す人の中には、元の環境に戻ることやこれまでと環境が変わることに不安を抱える人も多いと思います。そんなとき、保護司さんたち以外にも過去のあやまちをせめずに「待ってるからね」「おかえり」と受け入れてくれる人がたくさんいたら、きっと不安が和らぐだろうし、前を向く力をもらえると思います。
　今の十才の私では社会復帰を目指す人を直接支えることはできませんが、「待ってるからね」「おかえり」の気持ちを持つことはできます。なので、私は社会復帰を目指す人とそれを支える社会を応えんするサポーターになりたいです。
　刑務所や保護司の仕事に関することをくわしく知ることができて、これまでのイメージや自分の考え方がだいぶ変わりました。そして、自分が気づかないうちに思いこみや偏見を持っていたことが分かり、反省しました。
　今の私にできることは、思いこみや偏見を持たないようにするために正しい知識を身につけて世の中のことをもっとくわしく知り、周りの人の気持ちや考え方を受け入れられるようになることだと思います。
　そして、大人になったら、今よりも強力な「待ってるね」「おかえり」のサポーターになりたいです。
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言葉の重みと社会の光

沖縄県・那覇市立城西小学校・六年

下地　真誠

　社会を明るくするには、何が必要なのだろうか。そう考えながら、ぼくは夏休みの宿題に向き合いました。最初は難しく感じましたが、父の警察官としての姿や、母がよく言う「言葉はお金のように大切に使いなさい」という言葉を思い出すことで、少しずつ自分なりの答えが見えてきました。言葉の使い方ひとつで心も社会も暗くも明るくもなる。その重みを考えると、ぼくにできる事は何だろうと胸が熱くなりました。
　ぼくの父は警察官です。地域の人々の安全を守るため、昼夜働いています。事件や事故が起きれば休日でも仕事へ行ってしまいます。制服に身を包む父の背中を見ると誇らしく思うと同時に、「とても大変な仕事だ」と感じています。ぼくが眠っている間も働き続ける父の姿から、安心した生活は誰かの努力によって支えられているのだと気づかされました。父はぼくに言います。「社会を明るくするのは特別なことではない。小さなことの積み重ねが大切なんだ。」と。父の教えを受け、自分の日常で何を大切にすべきか、ぼくの行動や役割について見つめ直す中で、ふと母の言葉を思いだしました。母はよく「言葉はお金のように大切に使いなさい。」と言います。小さい頃はただの注意だと思っていましたが、成長するにつれて、その言葉の深い意味を理解するようになりました。言葉には、人を励まして生きる力を与える力もあれば、心を深く傷つけてしまう力もあります。お金をむだにすれば後で困るように、言葉もむやみに乱暴に使えば、人間関係をこわしたり、社会全体を暗くしたりしてしまうのです。逆にあたたかい言葉は人の心を照らし、社会を明るくする事ができます。
　ぼくは普段からすすんであいさつをすることを心がけています。ほんの一言でも、あいさつを交わすと気持ち良く、相手に笑顔が広がると、言葉の力を感じます。また、友達が、ケンカしていた時に「やめよう」と声をかけた事があります。とても勇気がいりましたが、その一言でトラブルを防ぐ事ができました。母の言葉どおり、言葉にはお金以上の価値があると感じました。
　しかし、今の社会は言葉が正しく使われていない場面が目立ちます。特にインターネットやＳＮＳでは、顔が見えない事をいいことに、相手を思いやらない言葉が簡単に投げつけられています。いわゆる誹謗中傷です。何気なく書かれた一言が相手を深く傷つけ、学校に行けなくなったり、心を閉ざしてしまう人もいます。中には命を落としてしまう人もいるというニュースを見て強いショックを受けました。母の言葉を思い出すと、誹謗中傷はまさに「お金をムダに捨てること」と同じ事だと感じます。むしろ相手の心をうばってしまう分、もっと恐ろしい事です。インターネットは便利な道具ですが、同時に使い方を間違えると社会を暗くする大きな原因になってしまいます。だからこそ、一人ひとりが責任をもって言葉を選ぶことが大切だと、ぼくは強く思います。ぼくはまだ子供ですが、自分にできる事があります。例えば、友達との会話やネットのやりとりで、悪口ではなく、励ましや、感謝の言葉を意識して使うこと。そして、もし周りの人を傷つける言葉を聞いた時に、ただだまって見ている人ではなく、「それはやめよう。」と伝えられる人になりたいです。そんな小さな勇気の積み重ねが、社会を少しずつ明るくしていくのだと思います。「社会を明るくする」と聞くと、大きな理想のようにも思えますが、実際には一人ひとりの小さな行動がつながり、積み重なって、やがて大きな力になります。父のように地域を守る人がいて、母のように、言葉の大切さを教えてくれる人がいて、そして、ぼくのように小さな行動をする人がいる。そうやって支え合うことで、初めて社会は明るくなるのだと思います。これからもぼくは、父の姿から学び、母の言葉を心に刻みながら、自分にできることを大切にしていきたいです。そして大人になったときには人を元気づける言葉を選べる人でありたいと思います。「あなたがいてくれてよかった」と言ってもらえるような存在になることが、ぼくの目標です。
　社会を明るくするのは特別な人だけではなく、小さな一歩の積み重ねが、大きな光になります。そして、ぼくはその中の一人です。
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一人じゃないと感じられる社会へ
北海道・函館市立本通中学校・二年

藤元　星愛
私はある日テレビでとても印象的な番組を見た。内容は、海外の刑務所での取り組みについてだった。そこでは凶悪犯罪を犯して収容されている受刑者たちに、保護された猫が一緒に寄り添っていた。最初は受刑者たちも警戒していたが、やがてお世話を続けるうちに心を開き、猫に愛情を注ぐようになった。お気に入りの猫ができ、出所する時にはその猫を家に連れて帰れる制度まで用意された。その結果、早く猫と暮らしたいという気持ちが強い動機となり、受刑者たちの多くが模範囚となったというのだ。犯罪や暴力でしか感情を表せなかった人たちが、猫との関わりを通じて「優しさ」や「責任感」を取り戻していく様子に私は深く心を動かされた。

この話を聞いた時、私は自分の家庭での体験を思い出した。我が家では猫を二匹飼っている。小さな体で家中を自由に歩き回り、ときにはわがままを言うこともあるけれど、その存在は私たち家族に大きな力を与えてくれる。学校で嫌なことがあって落ち込んで帰宅しても、玄関まで迎えに来てくれる猫を見ると心がほぐれる。撫でるとゴロゴロと喉を鳴らし、「ここにいていいんだよ」と言ってくれているような安心感がある。時には朝起きるのがつらい日もあるが、「ご飯をあげなくては」と思うと自然に体が動く。ペットを世話する行為は、自分が誰かに必要とされていることを実感させ、責任感を育てるのだと気づいた。猫に限らず、ペットや動物との関わりは、人の心を優しくし、孤独感を和らげる大きな力を持っている。海外の刑務所での取り組みが成功したのも、その力があったからだと思う。凶悪な過去を持つ人でも、猫に触れ、世話をすることで「守りたい存在」に出会い、人生をやり直すきっかけをつかむことができたのだ。

私は、この話から「社会を明るくするためのヒント」があると感じた。それは、犯罪や非行を減らすためには、ただ厳しく罰するだけではなく、人が人らしさを取り戻せる環境をつくることが大切だということだ。人は誰でも弱さや迷いを持って生きている。だからこそ、心を支える何か、例えば家族や友人、地域の人とのつながり、あるいは動物との関わりが必要なのだと思う。

学校生活でも同じことが言える。例えば、部活動で先輩や仲間に支えてもらった経験やクラスで励まし合った経験は、自分が「一人ではない」と思える大切な瞬間だ。逆に、そのようなつながりが感じられない時、人は孤独を深め、間違った方向へ進んでしまう危険がある。非行に走る若者も、厳しく叱られるだけではなく、信じて支えてくれる人や居場所があれば、立ち直るきっかけをつかめるのではないだろうか。また、地域社会全体で考えれば、子どもから高齢者までが安心して過ごせる「つながりの場」を増すことが、犯罪や非行のない社会づくりにつながると思う。例えば、地域の清掃活動やお祭りなどで顔見知りが増えれば、不審な行動も自然と目に入りやすくなるし、困っている人がいればすぐに声をかけられる。そこに温かい関係があれば、誰も孤立しにくい社会になるはずだ。

私は日常の中で猫と接することで、「小さな命が自分を支えてくれる」ことを実感した。テレビで見た刑務所の取り組みは極端な例かもしれないが、そこには本来持っている「優しさを取り戻せる力」が確かにあった。だからこそ、私たちの社会でも「心がつながる場所」をもっと大切にしていくべきと思う。それは人と人のつながりでもよいし、人と動物の関わりでも良い。大事なのは、人が「一人ではない」と感じられることだ。犯罪や非行のない社会を作るのは決して簡単ではない。しかし、私たち一人ひとりが日常の中で出来る小さな思いやりを積み重ねることが、その第一歩になると信じている。私にとっては猫と過ごす日々がそのきっかけだった。これからも身近な存在を大切にしながら、社会を少しでも明るくできるような行動をしていきたい。
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地域の力で街を灯す

新潟県・新潟市立白新中学校・二年

山本　奏子

　この夏、私は地域で行われた「千灯祭り」に参加した。この祭りは商店街に灯籠を並べ、夜の商店街を幻想的な灯りで包み込むというもので、地域全体が一体となって盛り上がるイベントである。私はその祭りの中で、灯籠を並べる作業と、新潟に関するクイズブースを担当した。この経験を通じて、私は地域社会のつながりが犯罪や非行を防ぐためにどれほど大切であるかを実感した。
　祭りの準備では、まず灯籠を並べる作業に参加した。商店街に灯籠を一つひとつ丁寧に並べていく中で、私は地域の人々がいかに協力し合い、商店街全体を盛り上げようとしているのかを強く感じた。地元の子どもやお年寄りも参加し、みんなが準備を進める様子は、まさに地域の力を象徴しているようだった。途中、私はふと思った。「地域って、こうやって一緒に何かを作り上げることによって、どんどん強くなるんだな」と。商店街に灯籠が並ぶたびに少しずつ形が整い、夜にはその灯籠に優しく光が灯る。私はその光景を見ながら、この祭りが単なるイベントにとどまらず、地域の絆を深める大切な時間であることに気づいた。
　祭りのクイズブースでは、新潟に関する様々な質問を参加者に答えてもらい、新潟の特産や文化を紹介した。子どもたちは積極的に手を挙げ、元気に答えてくれる。そんな彼らの姿を見て、私はこの地域に住んでいることを誇りに思うと同時に、この土地が次の世代にも大切にされ、守られていくべきものであると再認識した。地域の特産品や歴史に触れながら、子どもたちはその知識を楽しんで吸収し、「これ、知ってる！」と嬉しそうに答えている姿が印象的だった。その姿を見るたびに、私はこの地域には次の世代に受け継がれるべき素晴らしいものがたくさんあることを感じた。そして、子どもたちが自分たちの地域を愛し、大切に思うことで、自然と犯罪や非行から遠ざかることができると信じた。
　この祭りを通じて最も強く感じたことは、犯罪や非行のない社会を作るためには、地域のつながりがどれほど重要かということだ。犯罪や非行は、孤立感や無関心、そして「自分はどうでもいい存在だ」と感じることから生まれることが多いと思う。しかし、地域全体が子どもたちを見守り、支え合う姿勢を持っていると、子どもたちは自分が大切にされていると感じ、誤った道に進むことが少なくなるだろう。実際、灯籠を並べる作業やクイズを通じて、私は地域の人々がどれほど協力的で、子どもたちに愛情を注いでいるかを感じ取ることができた。地域が一丸となって子どもたちに関心を持ち、共に学び、共に楽しむことこそが、犯罪や非行を予防するために最も大きな力になると実感した。
　また、地域の人々が積極的に関わり、助け合うことで、犯罪が起こることがなくなると私は信じている。日々の中でお互いに顔を合わせ、支え合うことで、子どもたちは「自分は見守られている、支えられている」と感じることができる。そして、それが犯罪や非行を未然に防ぐための強力な予防策となるのだ。地域の人々が「見守る力」を持ち、日常的に子どもたちに愛情や信頼を示すことが大切だ。
　以前、私は社会を明るくするためには特別な活動をしなければならないと思っていた。大きなボランティア活動やイベント、目立った社会貢献がなければ、社会に影響を与えることはできないと考えていた。しかし、千灯祭りを通じて、私はその考えが誤っていたことに気づいた。社会を明るくするために必要なのは、特別な活動ではなく、日常的に地域の人々とつながり、お互いを支え合うことだ。灯籠を並べ、クイズを楽しみ、地域の文化を学び合うことを通じて、私たち一人ひとりが地域の一員としてお互いを大切にし、守り合っていることが伝わる。それこそが、犯罪や非行を未然に防ぐための最も効果的な方法だと私は実感した。
　これからも私は、地域の活動に積極的に参加し、地域のつながりを強めていきたいと思っている。地域の中で生まれる協力や支え合いの力は、目に見えないところで大きな力を発揮し、社会を明るく温かくすることができると信じている。そして、私たちが育ててきたこの温かい地域の力を未来へと広げ、次の世代へと受け継いでいくことが、犯罪や非行をなくすための第一歩だと私は確信している。
　今後、私はこの地域がもっと明るく、もっと優しい場所になり、次の世代がそのつながりを受け継いでいくことを願っている。そのために自分ができることは、小さなことでも日々積み重ねていくことだと感じている。灯籠を並べたことも、クイズブースを担当したことも、すべてが地域の絆を深めるための一歩であり、社会全体の明るさを作り出すための助けになると信じている。
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支えになることをあきらめたくない
三重県・志摩市立文岡中学校・二年

林　海翔
　「あいつ前、ヤバいことしたんだって」クラスの誰かがそう言うと空気が一気に冷たくなる。悪いことをした人はいつまでも「悪い人」のままなのだろうか……。そんな疑問が僕の心に残った。
　僕はごく普通の中学生だ。これまで僕は、犯罪をしたこともなければ、非行に走ったこともない。でも、ニュースや本で「少年院」「更生」「再犯」などという言葉を見るたびに、「もし、自分の近くに罪を犯した人や非行に走った人がいたらどう思うんだろう」と考えることがある。きっかけはある動画だった。その内容が、元非行少年だったという二十代の男性が、自分の過去を語りながら、今は地域のボランティア活動をしているという内容だった。その人は目に涙を浮かべながら、「あのとき、支えてくれた人がいたから、今の自分がいる」
と言っていた。僕はその姿に胸を打たれた。でも同時に、「本当に人間って変われるのかな」と思う自分もいた。もし、その人が自分のクラスメイトだったら、例えば、友達になれる、つきあえるのかな、そう考えると、僕は少し自信がない。なぜなら、正直、僕の心の中に怖いと思ってしまう気持ちもあるからだ。でも、だからこそ思った「立ち直りを支える」ことは、特別な大人だけがすることじゃない。僕たち中学生でもできることが、もしかしたらあるのではないかと思った。犯罪や非行に走った人が、もう一度、更生し、社会復帰するためには、たくさんの支えが必要だ。家族の支え、先生の支え、そして、地域の支え……。僕はたくさんの支えの中でも何より必要なのは、「信じてくれる誰か」の存在であると考える。誰にも信じてもらえなければ、人は前を向けない。信じることは簡単なことではないけれど、誰かに信じられていることがなければ、立ち直れる道はとても暗く、寂しいものになる。
　僕たち中学生は、まだ社会のルールや人の複雑さをすべて理解しているわけではない。これまで僕は、誰かの悪口を言ったり、過去のことをからかったりしてしまうことがあった。それは、僕自身がその人の一面しか見なくて、思い込みや決めつけで見てしまったことが原因である。人を思い込みや決めつけで見てしまうのではなく、「その人の今を見ていく」こともこれからの僕にはできることだと思った。支えることは、何かすごいことをすることではない。その人のことを「しっかり見ていく」「頑張っている姿を見ていく」ことが必要だと思う。また、僕は挨拶からでもいい、言葉をかけることから始めることもできるのではないかと考える。
　もちろん、罪を犯したことがなかったことになるわけではない。被害を受けた人がいる限り、簡単に「許す」なんてことはできないと思う。でも、僕は「許さないこと」と「立ち直りを認めないこと」とは違う。過ちを反省し、行動を改めようとする人を、社会から締め出してしまうのは違うのではないかと思う。もし、僕の大切な友達が間違いを犯してしまったら、僕はきっとやり直してほしいと思うし、そう願うはずだ。当然、友達だけでなく、他の人の立ち直りにも、そういう気持ちを持てる自分でいたい。僕は「罪を犯した人」じゃなくて、「今、頑張っている人」を見る目を持ちたい。このことが社会全体で支えることにつながり、社会を少しずつ優しく、強くしていくことにつながる気がするからだ。
　僕は中学生だけれど、「支える人」になることをあきらめたくない。このことは、普段の学校生活を通して僕が実践できることだ。僕はみんなで助け合い、協力し合ってよりよい学校生活を送っていけるようにしていきたい。まずは身近なところから始め、過去じゃなく、今と未来を見て生きていく。それが僕のできる第一歩である。
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社会はみんなとつながっている
岩手県・盛岡市立城北小学校・六年

双木　百香
　テレビやネットニュースを見ると、毎日多くの犯罪や非行に関しての事件が起こっている。殺人・暴行・さぎ・薬物乱用など、無数の事件があり、その中には未成年が関わっているものも多くある。私は、自分には関係のないことだし、なぜこんなことをするのだろうと、他人事に感じることが多い。一方で、ふとした気の迷いで誰にでも起こりうるのではないかと考えることもある。インターネットで、なぜ人は犯罪を犯してしまうのかを調べてみた。人は犯罪をしようと思って犯すわけではなく、嫌なことがあってイライラして自暴自きになっているふとした一瞬が過ちにつながってしまうと書かれていた。その一瞬を止めることが、どれほど難しいことなのだろう。
　イギリスに留学している姉が、夏休みのために二ヵ月ぶりに帰国した。帰国して数日はイギリスの生活のことや英語の勉強を教えてもらい、楽しい時間を過ごした。だが、一週間が経つと姉の言葉に腹が立つことが増えた。
「何でこんな簡単な問題ができないの？」
分かっているけれど、姉に言われると無性に腹が立つ。私は、普段は怒ることもなく、いつも冷静に物事を考えることができる方なのだが、この日は怒りが我まんの限界に達した。
「自分ができるからって、どうしてそんなこと言うの！自分だってできない時もあったでしょ！」
気が付いた時には、自分の声とは思えない勢いで姉に言葉を放っていた。案の定、姉からも強い言葉が返ってくる。私のイライラした気持ちは収まらない。何かに当たりたい。思いっきり攻げきしたい。すべてのものに反発したい気持ちだ。
「また言い合い？そんなことになるならお姉ちゃんに聞かないで自分でやりなさい。」
いつもの母の言葉にも、分かり切ったように言わないで欲しいと心の中で思った。心の中で思うだけでは収まらず、私は最悪の言葉を母に向かって攻げき的に投げつけた。本当はこんなこと言いたくない。しかし、今の自分には母に対して最大限の反こうをすることしかできなかった。そんな私に対して、母は
「そう思うことだってあるよね。音楽でも聴いてみたら？」
と、私の気持ちを受け入れてくれた。その瞬間、心の中にあったどうしようもないモヤモヤが、スッと消えて、いつもの冷静さを取り戻すことができた。
　私には、毎日やらなければいけないことがたくさんある。児童会長としての責務、中学受験や英語の検定の勉強、習い事のピアノ、宿題。こんなにもたくさんのことを抱えていて、いつか自分は自由に何もできなくなる日が来るのではないかと不安に思うことがある。うまくいかなくて、イライラして全てを投げ出したくなってしまう時もある。そんな時、私には解決さくがある。それは、友達、先生、家族、祖父母、習い事の先生など、たくさんの人に話を聞いてもらうことだ。楽しいことは、友達がいつも与えてくれて、学校のことは先生が支えてくれ、どんなことでも相談に乗ってくれる。そして、家族は私の一番の理解者であり、いつも私の背中を押して応えんしてくれる。どんなさ細なことでも、なんでも相談に乗ってくれる存在が身の回りにたくさんいることに、本当に感謝している。
「居場所がない子ども」という言葉をよく耳にする。その子たちは、居場所がないわけではなく、自分の悩みや不安な気持ちを誰にも話すことができないでいるのではないか。ネット社会は、その弱ったこころのすき間に付け込み、恐ろしいやみの世界へ私たちを引き込んでしまう。それが、青年たちの非行や犯罪につながってしまうのではないだろうか。
　私は言いたい。どんなことでも聞いてくれて、なんでも話すことができる存在を一人でいいから見つけてほしい。家族でも、先生でも、友達でも、だれでもいい。その一瞬のこころのすき間をうめてくれる存在を悪の世界に頼らず、見つけてほしい。そのために、互いに思いやりあふれる社会になってほしい。泣いている子には「どうしたの？」と優しく声をかける気持ち。言い合いになった時には「私も言いすぎちゃった、ごめんね。」と謝る気持ち。自分と違う見た目の人を当たり前に受け入れる気持ち。そんな気持ちをみんながもっていれば、きっと今よりも明るい社会になるはずだ。こころが弱っている時には、だれかがそばに居てくれて、こころはいつもつながっているということを忘れないでほしい。
「百香ごめん。さっきの問題、もう一度教えるよ。」
姉の一言に、私はイライラが収まり、またがんばろうと机に向かった。明るい社会に、一歩近付いた気がした。
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言葉の力

埼玉県・加須市立騎西小学校・六年

関口　心春

「社会を明るくする運動」って何だろうと調べたときに犯罪や非行を防ぐだけでなく、過ちを犯した人が再び社会で生活できるよう支援し、地域全体で安心して暮らせる社会をつくろうとする全国的な活動だと知りました。正直子どもの私たちには、難しいなと感じましたが、子どもである私たちにもできることを教えてもらいました。それは「言葉の力」です。

私たちが日常で使っている「言葉」には、目には見えないけれど、大きな力があります。私たちが、発した一言で人をはげまし、支え、前に進む勇気を与えることがあります。

例えば、朝友達に「おはよー」と声をかけると、その友達も返してくれてとてもうれしくなり、一日を楽しく過ごすことができます。逆に、心ない一言は相手を深く傷つけ、自信や希望をうばってしまうこともあります。「どうせ出来ないよ」「君には出来ないでしょ」と言った否定的な言葉は、相手の努力する気持ちをうばい可能性の種をなくしてしまいます。失敗した人に「大丈夫だよ」と伝えることで落ち込んでいた心を救い、再びちょう戦する力ができます。私たちは、日々の生活の中で言葉をどう使うかちゃんと考えていくことが必要です。

あいさつや感謝の一言、はげましの言葉。これらはどれも簡単にでき、相手の大きな支えになります。

実際に、私はバレーボールの試合でサーブを失敗し相手に連続得点を許してしまったことがあります。そのとき、私は自分のせいでチームが負けてしまうのではないかと不安でいっぱいになりました。けれども、そのとき、仲間の一人が「次は大丈夫。いっしょにがんばろう。」と言ってくれました。私は、その一言で救われました。ずっと自分をおいこんでいたけれど気持ちがいっきに「やるぞー」に変わりました。

この経験から、言葉には人を変える力があると強く感じました。そして、その力を良い方向に使えば、みんな安心できる社会をつくることにつながるのだと思いました。社会には、さまざまな困難を抱えている人がいます。失敗した人、こ独を感じている人、居場所を見失っている人、そうした人たちに必要なのは、決してきびしい言葉や冷たい視線ではなく、支え合いと温かい言葉だと思います。「いっしょにがんばろう」「応援しているよ」という声が広がれば、私のように力がわいてきて人は再び立ち上がることができます。そして、その積み重ねこそが、社会を明るくしていくとのことです。私たち一人ひとりが言葉の力を前向きに使えば、家庭では親子の絆が深まり、学校では友情が広がり地域では互いを思いやる心が生まれるでしょう。そのような社会では犯罪やいじめは少なくなり、全員が安心して暮らせるはずです。社会を変えるのは、大きな力を持った人だけではありません。私たち一人ひとりの小さな心がけが何個も何個も集まることで、大きな力ができるのです。だからこそ、私はこれからも「言葉の力」を信じ続け、あいさつや、感謝の気持ちをわすれずにどんどん広め伝えていきたいと思います。社会を明るくする運動は、決して特別な活動ではありません。ふだんの生活の中で小さな言葉の積み重ねが、その土台になるのです。私たちの何気ない言葉が人の心を明るく照らし未来を希望でいっぱいにしていくのです。

だからこそ、私は願います。みんなが言葉の力を大切にして、温かい未来の社会を築いていけるように。私もその一人として日々の生活の中で一つ一つの言葉をていねいに大切に選び社会を明るくする一歩をふみだしていきたいと思います。
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ぼくとじいじはサポーター
和歌山県・湯浅町立湯浅小学校・二年

まつばやし　かおる
　
　ぼくは、サッカーチームのセレッソ大さかの大ファンです。セレッソのしあいをよく見に行きます。しあいかいじょうでは、いろんなブースがあって、グッズをうっていたりイベントがあったりします。その中で、社会をあかるくするうんどうと言うブースがありました。なんだろうと思っていると、
「これ、じいじがやってるんやで。」
と、パパが言いました。
　じいじは、ほごしをしています。ありだのリーダーで、サッカーで言うとキャプテンです。じいじにインタビューしてみました。
一、どうしてほごしをしているの？
「わるいことをした人を立ちなおらせたくておうえんしようってやってる。」
二、どんなことをしているの？
「しごとをしょうかいしたり、こまったことがあったら、たすかるほうほうを考えたりしている。」
三、どうしてほごしをつづけるの？
「大へんだけどその人をたすけたいから。だれかがたすけないと、またわるいことをしてしまうから。だからやるんやで。」

　じいじはぼくにわかりやすく、ゆっくり話してくれました。そんな話を聞いているぼくにじいじは
「むずかしく考えなくていい。自分にできることでだれかをたすけてあげなよ。たとえば学校のかえりみち、お年よりを見つけたら、てつだってあげるとか、こまってるともだちをたすけてあげるとか。」
　それを聞いて、ぼくは、はっ！と気づきました。じいじは、ぼくとおなじサポーターなんだ。サポーターは、どんなにきびしいしあいでも、さいごまでぜったいにあきらめないし、さいごまでしんじておうえんします。
　ぼくは、セレッソのサポーターだけど、ちいきのおとしよりやともだちのサポーターもやっていこうと思う。もんだいがわからなくてこまっているともだちがいたら、いっしょに考えてあげる。いじわるをするともだちがいたら、やさしいことばをおしえて、立ちなおれるようにおうえんする。そんな風に、ぼくのできることでじいじと同じように、人をたすけて、社会をあかるくするサポーターになりたいです。
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更生保護は甘さか、それとも希望か
北海道・（学校名）・（学年）

長岡　唯之介
　「更生保護」という言葉に、私はずっと戸惑いを抱いてきました。
　罪を犯した人を助けるということは、被害者の存在を置き去りにしているように思えたからです。けれども父の活動を通して、その意味を考えるようになりました。
　私の父は「保護司」という活動をしています。初めて知ったとき、私はとても驚きました。父が罪を犯した人の立ち直りを支える活動をしているなんて、想像もしていなかったからです。本当に支えられるべきなのは被害者のはずなのに、どうして父は加害者を助ける立場を引き受けているのか。子どもながらに納得できず、しばらくはずっと心に引っかかっていました。
　そんなある日、私は父の活動をより身近に感じる出来事に出会いました。保護司の役割のひとつに、罪を犯した人と定期的に面談する保護観察があります。そのため、自宅に罪を犯した人が来ることがあるのです。
その日も、玄関のチャイムが鳴り、父が「どうぞ」と声をかけました。靴音が廊下に響き、見知らぬ男性が居間に入ってきました。私は思わず背筋が伸び、「罪を犯した人がうちにいる」という事実だけで胸がざわつき、手のひらにじんわり汗がにじみました。
　どんな罪を犯したのかは聞かされていませんが、見た目は派手な髪色に鋭い目つきで、第一印象は正直怖かったです。視線を合わせることもできず、小さな声で「こんばんは」と挨拶をしただけでした。けれども、その人は短くうなずいただけで、意外にも静かに椅子に腰かけました。
　そんな中、父は普段と変わらぬ穏やかな口調で「お疲れさん、新しい職場はどうだい？」と声をかけ、落ち着いた調子で会話を始めました。その様子を見ても、「なぜ加害者を助けるのだろう」ますます疑問に感じるだけでした。
　それから私は、その疑問を解き明かすために、自分なりに調べてみました。すると、日本全体の犯罪の傾向にについて意外な事実を知りました。警察庁の犯罪統計によると、実はここ十数年で「初めて罪を犯す人の数」は減少傾向にあるそうです。ところがその一方で、「再び罪を犯してしまう人」の割合は二千二十年には約半数の四十九・一％まで増加していると知りました。つまり社会にとって本当に大きな問題は「再犯」であり、それをどう防ぐかが重要だと言うことでした。
　私の住む江別市でも、刑務所から出所した高齢者が、再び窃盗事件を起こしたというニュースを目にしました。生活が苦しかった事情はあったとしても、罪を犯すことは決して許されることではありません。けれども実際には、一度刑務所に入ると社会に戻るのはさらに難しくなり、生きづらさが増してしまうのでしょう。
　こうして考えると、「なぜ被害者ではなく加害者を助けるのか？」という私の最初の疑問に答えが見えてきました。加害者を助けることは、決して加害者を特別に優遇することではありません。むしろ、再犯を減らし、社会を安全にするために必要な取り組みなのです。
　父の保護司として行っている活動は、まさにそのためのものです。罪を犯した人がやり直すのは決して簡単ではありません。失った信頼を取り戻し、仕事や生活を立て直し、周囲の人と新しい関係を築いていく。その一歩を支えるのが、保護司という存在です。父が日々その役割を担っていることを知り、私は心から尊敬するようになりました。
　今の私は、「元犯罪者＝ただの悪い人」と切り捨てるのではなく、「立ち直ろうとしている人」でもあるのだと考えるようになりました。そして、そうした人を支えることは、社会全体を守ることにつながるのだと理解できました。
　もちろん、被害者の痛みを忘れてはいけません。被害者の苦しみを癒すことも社会にとって重要です。しかし同時に、加害者の更生を支えることも、未来の被害者を減らすために必要なのです。被害者を守ることと加害者の更生を支えること、その両方に目を向けてこそ、社会は本当に明るくなると私は思います。「更生保護」とは、過去に区切りをつけ、未来を希望に変えていくための力なのかもしれません。
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何度でも立ち上がることができる世界を

岩手県・北上市立和賀東中学校・三年

髙橋　咲稀

　毎日のように流れてくる犯罪のニュース。そのたびに思う。「悪いこととわかっているのに、なぜ罪を犯すのだろうか」と。正直、私には犯人の気持ちはわからない。私は罪を犯したことがないし、犯そうと思ったこともない。一度罪を犯せば、その人は悪者になる。世間は被害者に同情し、加害者には冷たい目を向ける。履歴書にも犯罪をしたことが記載される。加害者は一生自分の罪を背負って生きていかなければならない。私はそんな人生は歩みたくない。
　先日、テレビで見たドラマ。それは、自分の罪と向き合い、更生のために一生懸命働く受刑者と、受刑者を支え、自分の責務を全うする刑務官の話だった。その物語は私に、「犯罪と更生」について考えさせてくれた。罪を犯した人の中には、やりたくてやったわけではない人もいると知った。生活が苦しく、家族や子供、自分自身の生活を守るために罪を犯した人、暴力団や危険組織などに脅され罪を犯した人。そういう人たちはきっと、犯罪なんてしたくなかったのだろう。仕方なかった、やるしかなかった。よくそんな言葉を聞く。だが、犯罪を犯す以外にも選択肢があったのではないだろうか。誰かに助けを求めることはできなかったのだろうか。犯罪者たちは、判断を間違えてしまった。罪は犯してはいけない。どんな事情があろうと、絶対にやってはいけないことなのだ。逮捕され、有罪判決を受ければ、刑務所に入らなくてはいけない。残された家族は、どんな気持ちだろうか。家族が犯罪を犯してしまったことへの悲しみと、将来への不安に駆られる日々を送ってしまうのではないだろうか。きっと犯罪者自身も、犯罪を犯してしまったことへの深い後悔を抱いているのだろう。
　一度犯した罪が消えることはない。しかし、罪を犯した人がやり直すことは許されないのだろうか。罪を犯した人がもう一度やり直すために必要なのが「更生」だ。刑務所は罰を受けるためだけの施設ではなく、そんな人たちにもう一度やり直す「チャンス」を与えてくれる場所でもある。
　受刑者が刑期を終え、きちんと更生すれば、刑務所を出所し、社会復帰をすることができる。出所をすることは簡単なことではないそうだ。出所するためには、様々な条件や手続きがある。だがそれを終えさえすれば、社会復帰をし、もとの生活に戻れる、というわけではなかった。心から反省し更生をしても、犯罪をした経歴は残ってしまう。そのため、住宅の賃貸契約が難しく、住む場所が確保しにくい。また、犯罪者は雇いたくないという会社がほとんどで、就職活動が難しい。
　罪を犯した人の社会復帰を妨げる一番の要因は、社会からの偏見だ。犯罪者は悪い人、関わってはいけない。今まで当たり前のように接してきた家族や友人でさえ、離れていってしまう。人々は出所者を拒み、やがて孤立してしまう。社会から孤立してしまった出所者の中には、再び犯罪に手を染めてしまう人もいる。出所者の約四割が、五年以内に再び刑務所に戻ってきてしまうそうだ。なんて高い数字なんだろう。誰しも犯罪に巻き込まれることを望んではいない。しかし、知らず知らずのうちに再犯に向かわせてしまう社会構造を生み出しているのではないだろうか。
　出所者が社会復帰をするためには、まず、私たちの偏見をなくさなくてはいけない。出所者が更生しても、私たちがそれを認めず、拒み続ければ、また犯罪に手を染めてしまう可能性が高まるのだ。私たちの勝手な思い込みが、彼らを犯罪へと追い込んでいるのではないだろうか。私たちの意識を変えなければ、きっと再犯はなくならない。私も犯罪者への偏見を持っている。元犯罪者を怖いと思う。だが犯罪者と更生のことを知ってからは、その偏見を少しだけ変えることができた。まずは知ること、そして寄り添い支え合うこと、これこそが「社会を明るくする」ことなのではないだろうか。偏見や思い込みだけで行動するのではなく、本当のことを多くの人に知ってほしい。
　日々の生活の中で、誰もが少なからず失敗をする。それを指摘され、馬鹿にされ続けるのなら、起こってしまった失敗を隠そうとするだろう。でも、次は失敗しないように助けてもらえたなら、励ましてもらえるのなら、人は立ち上がり再び挑戦することができるはずだ。そんなことが地域や家庭、学校の中で繰り返し学ぶことができれば、再犯を防ぐだけでなく、そもそも罪を犯す前に周囲に助けを求められるように、人は成長できると思う。
　これから社会がもっともっと優しく、温かくなることを私は心から願う。そのために、私自身が人に頼る勇気を持ち、身近な人たちに励ましの声がけができるように心がけていこう。
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与えるチャンス
宮城県・古川黎明中学校・一年

佐々木 蒼來
　私達が、普段過ごしている社会。そんな社会にも、実は隠れた問題がたくさんあります。そこで今回は、「社会を明るくする運動」について書いていきます。
　そもそも、その「社会を明るくする運動が何なのか。」という疑問も出てくると思います。それは、犯罪や非行の防止と、実際にした人たちの更生について国民が理解を深め、社会全体で支え合い、安心安全な明るい社会を築くための運動です。この運動は、一見難しそうに見えますが、実は自分たちの身近にも関係していることに私は気づきました。
　私は、実際にそのようなことを体験したことがあります。それは、小学生の頃に行われていた大繩の時間です。
　私の学校では、毎年クラス対抗の「大縄跳び大会」が開催されていました。全員で協力し、三分間で何回跳べるかを小学校の全クラスで競う行事でした。今年の目標も、去年と同じで、全校一位でした。しかし、その挑戦は、早速、ある「ふざけ」でつまずきました。
　練習が始まったころ、クラス全体はやる気で満ちていました。しかし、いざ始まるといつもお調子者の友人が、何度もわざとのように引っかかりました。その友人は「わざとじゃない」と否定していましたが、明らかに嘘だと分かりました。皆も最初は笑って流していましたが、何回も繰り返されることで、徐々に空気も冷たくなっていきました。
　そして、次第に「あの子がまた引っかかった。」や「迷惑」という不満の声も漏れ始めました。私も最初は「しょうがないな」と思って見ていましたが、だんだんと腹が立つようになってきました。
　ある日、練習のあとに担任の先生がその子を呼び出しました。怒るのかと思いきや、先生は落ちついた声で話し始めました。
　「君はさ、クラスを盛り上げたいんだよね。だったらさ、盛り上げは盛り上げでも、違う盛り上げ方をしてみようよ。」
　その子は呆然となりながらも、「違う盛り上げって何。」と聞き返しました。先生は笑って「盛り上げるなら、皆が笑顔になるような盛り上げ方をするんだよ。」と言いました。どうやら、その言葉が、友人にも響いたようでした。
　次の日から、その子の様子が変わりました。今までしていたことが嘘だったように、掛け声を出し皆をまとめ始めました。上手く跳べない子にはアドバイスを、跳べなかったら元気付けるような声で「ドンマイ、惜しかったね。」とクラス全体を明るくさせていきました。
　そして本番当日。練習を越えるような記録を叩き出しました。結果は惜しくも、全校一位ではありませんでしたが、百回を超えることができクラス中大喜びでした。
　私はふと、先生が友人にしたことを思い出しました。
　「責めるのではなく、本気にさせる。」
　もし、あの日、先生が普通に怒っていたら、その子は何も変わらなかったかもしれません。しかし、信じて声をかけたからこそ、その子は自分から変わったのだと思います。
　私はこの出来事から、「悪いことをした人にも、やり直すチャンスを与える」ことの大切さを学びました。私たちは、何か問題を起こした人のことを「ダメな人」と決めつけてしまいがちです。しかし、大事なのは「そこからどう変われるか」なのです。
　社会を明るくするためには、皆が安心してやり直せる場所をつくることが私は必要だと思います。それは、先生のように一人の行動を信じることかもしれません。または、私たちのように誰かを受け入れる姿勢かもしれません。
　私はこれからも、誰かが失敗したときはただ怒るのではなく「どうしたの」と声をかけたり、チャンスに変わるように信じられる人でありたいです。
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守りたい命
栃木県・那須町立黒田原小学校・六年

伊藤　寛太
　ある夜、家の中にいても耳をふさぎたくなるような爆音が聞こえました。それは、ものすごいスピードで走り去っていくバイクと車でした。
「うるさいな。」
ぼくは、走り去るバイクと車に腹が立って、いやな気持ちになりました。
　でも、ある出来事をきっかけに、ぼくは暴走する人への気持ちが、百八十度変わりました。それは、今年亡くなったおじいちゃんが、命の大切さを教えてくれたからです。
　二年前の冬、おじいちゃんに病気が見つかりました。手術しないと二ヵ月の命だと分かり、手術をしました。とても難しい手術をがんばったおじいちゃんでしたが、手術後は、話すことも、食べることも、歩くこともできなくなりました。手術をすれば、また元気なおじいちゃんに会えると思っていたから、ショックでした。お父さんもお母さんもお兄ちゃんもおばあちゃんも、みんな悲しい気持ちになりました。
　小学生のぼくは、おじいちゃんの面会に行くことができませんでした。ただ一度だけ面会が許されたことがありました。
　おじいちゃんの病室に行くと、窓から満開のしだれ桜が風に吹かれているのが見えました。
「桜がきれいだね。」
と、おじいちゃんに言うと、おじいちゃんは、ただじっとぼくを見つめてきました。その目は力強くて、ぼくに「がんばれ。」と言っているみたいでした。おじいちゃんは、いつだってぼくを応援してくれていたからです。
　入院する前のおじいちゃんは、とっても元気で、一緒にご飯を食べに行ったり、釣りを教えてくれたりしました。防災士の資格を取るために、難しい勉強もがんばっていました。お母さんによると、おじいちゃんは退院したら、やりたいことがたくさんあると話していたそうです。だけど、病気がおじいちゃんの夢も希望も、そして命をうばってしまいました。
　ぼくは、命には終わりがあると実感しました。そして、その命の終わりは、突然やってくることも分かりました。病気や事故などによって、さまざまな命の終わりがあります。だからぼくは、命が終わるまで、大切に生きていきたいと思いました。こんな風に思えたのは、きっと、命の大切さをおじいちゃんが教えてくれたからだと思います。
　この前、学校で薬物依存について学習しました。面白そうだからと、軽い気持ちで手を出す人や、さみしさから逃げ出したくて手を出す人がいると知りました。ぼくの家のそばで暴走運転をしていたあの人たちも、もしかしたら、さみしさから逃げ出したかったのかもしれないと思いました。
　薬物依存も暴走運転も、命にかかわることです。生きたいと願っていたおじいちゃんの気持ちとは、反対のことをしていると思います。自分はどうなってもいいと思っているなら、ぼくは本当に悲しいです。もっと自分の命を大切にしてほしいです。必ずどこかに助けてくれる人がいると思うからです。
　ぼくは、悩んでいることがあると、家族に相談します。家族は、ぼくの話を真剣に聞いて、一緒に考えてくれます。
　でも、薬物依存や暴走運転をしてしまう人たちは、悩んでいても家族はもちろん、だれにも相談できずに苦しんでいるのだと思いました。だから、今の現実から逃げ出したくなって悪い道に進んでしまうのだと思いました。だれか相談にのってくれる人や、安心できる場所があれば、生きる希望を持てて、自分を大切にできると思いました。
　今年の夏休みに、ずっと気になっていた新幹線の高架下にある子ども食堂に行きました。中学生までは百円でおなかいっぱい食べられるところでした。
　ぼくが行った時は、小さな女の子が、おもちゃのフライパンで料理を作るまねをしていました。その子は、ぼくが見ていることに気づいて、はずかしそうにしていました。食堂の奥には無料の学習スペースがあって、中学生くらいのお姉さんが、先生に勉強を教えてもらっていました。食堂の方によると、この場所を支援しているのは、多くの会社だと知りました。調べてみると、ぼくの住む近くにも、何件か子ども食堂がありました。
　多くの大人の人たちが、子どもたちのために活動してくれていることが分かりました。だれにも相談できなくて悩んでいる人も、初めは、ご飯を食べるだけでもいいと思います。そこから、人のつながりができて、必ず助けてくれる人に出会えると思うからです。
　ちゃんとご飯を食べていますか。一人で悩んでいませんか。自分の命を大切にしてください。あなたを心配するぼくがここにいます。
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言葉の力
富山県・小矢部市立東部小学校・六年

山本　麻央
　私は、言葉には人を笑顔にしたり、心をあたためたりする力があると思っています。たったひとことの「ありがとう」でうれしくなったり「がんばったね」「すてきだね」と言われると、元気が出ます。言葉は目に見えないけれど、不思議な力があると感じます。
　私が、言葉の力を強く感じたのは今年の運動会のことです。学年関係なく「がんばってね」「かっこよかった」という言葉であふれていました。校庭にたくさんひびいて、私の心も明るくなりました。言葉はすぐに消えてしまうけれど、その時に感じた温かい気持ちは私の心をいつでも明るくしてくれます。でもその反対に、たったひとことが人の心を深く傷つけてしまうこともあります。人の言葉には「力」だけでなく、「重み」もあると思っています。やさしい言葉は心を軽くしてくれるけれど、きつい言葉は心が重たくなります。
　学校では、「死ね」という言葉を、ふざけあっている時やちょっとイライラした時などに、簡単に使っている人を見かけます。言っている本人は、深い意味なんてなくて、ただの冗談のつもりかもしれません。でも、それを聞いている人の心の痛みまで考えられているとは思えません。
　私は、「死ね」という言葉を聞くたび、言われるたびに、言葉の重みを感じてこわくて、悲しくて、心がざわざわしてつらくなります。もしそれが自分にむけられた時には、まるで「わたしはいなくてもいいんだ」と自分の存在全てを否定されたような気持ちになります。たとえ自分に向けられていなくても、聞いているだけでむねがぎゅっと苦しくなるのです。たった一度言われただけでも心にずっと残ってしまいます。冗談で言ったつもりでも、それがきっかけで学校に行けなくなった子や心を閉ざしてしまう子もいるそうです。そして、自分の命を絶ってしまった子もいると聞きました。だから私は、「死ね」という言葉だけは、どんな時でも絶対に使ってはいけないと思います。「死ね」という言葉は命を軽くあつかう言葉です。友達同士であっても、兄弟でも、親に対してでも、「絶対に使ってはならない言葉」だと考えます。
　私たちはまだ子供で、意味を知らずに言葉を使ってしまう事があるかもしれません。私は知らない言葉を言われて、なんとなくもやもやし、家に帰ってその意味を調べたことがあります。その時「そんなことを言われていたんだ」と心が冷たくさみしい気持ちになりました。だからこそ大切なのは、新しい言葉を使う前にその意味を知ること。そして、「意味を知った後にどうするか」だと思います。たとえ流行っている言葉でも、使うのにふさわしくないと思う言葉は使わない勇気を持ちたいと思います。意味を知らずに言葉のひびきがおもしろいからと何気なく使った言葉が誰かの心に長く残ってしまうことがあるとわかってほしいと思います。
　私自身も、誰かを傷つけたことがなかったとは言えません。冷たい態度をとってしまったこともあったと思います。いまあらためて思うのは、誰かが苦しんでいた時、それに気づける人でありたいです。そして、「大丈夫？」とそっと声をかけられる人でありたいと思います。人を笑顔にするのも、傷つけるのも、どちらもたったひとことでできてしまいます。だからこそ、私たちはその「ひとこと」に責任を持たねばいけないと思います。私たちは毎日言葉を使います。その言葉一つ一つが、誰かの心に届いています。だから私は心をあたためるやさしい言葉を選んで話します。いつか私のひとことが、誰かの心を守る力になるように。そんな思いをこめて、これからも言葉の力を信じて、やさしさを相手の心に届けるように話したいと思います。
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社会がつながるためのやさしさと勇気
岐阜県・関市立富岡小学校・五年

稲石　愛佳
最近のニュースには、知らない人をねらった犯罪など、物そうで暗い話題が多い。身近なところでも学校で不しん者情報が伝えられるなど、何だか安心できない。知らない人がいると、こわいと思ってしまうこともある。
　「明るい社会」ってどんな社会だろう。作文を書くにあたり考えてみた。私の思う「明るい社会」は、みんなが誰かとつながって、幸せを感じることができる社会だ。誰かとつながっているという気持ちは安心感にもつながると思う。
　でも、私は全く知らない人はこわいと思うし、知らない人が困っていると、声をかけた方が良いと頭では分かっていても、「どうしよう。声をかけていいのかな。」と不安になり、体が固まってすぐ行動にうつせない。迷っているうちに時間がすぎてしまうことも多いが、母はちがった。
　四年生の夏休み。家族旅行の初日。広島の平和記念公園で展示を見ていると、周りの人のけい帯電話が、いっせいに鳴りだした。きん急地しん速報だ。幸いしん度四ですんだが、私は、こわくて何も考えられず泣きそうになった。近くにいた外国の方も、どうすればよいのか分からなくなったようで、心配そうに立っていた。その時、母が「落ちついて。座ってください。」と英語で話しかけていた。どこからそんな勇気がでるのか、すごいなと思った。知らない国で、予想しなかったことが起きた時、声をかけてくれる人がいて、その人は多分安心できたのではないかと思った。
　「社会を明るくする運動」のウェブサイトで罪を犯した人の多くが、立ち直りに苦労していて、それにより、再び罪を犯してしまうということを知った。周りの目が自分をせめているようで、味方がおらず、自分は一人ぼっちのような気がするのだと思う。そうならないように支えている人がいて、その中の一人が「保ご司」だ。「保ご司」は、その人が気持ちを入れかえて、立ち直れるように声をかけ、一番近くで見守っている人だそうだ。保ご司の行動とあの時の母の行動は、ちょっとちがうけど、行動を支えている「困っている人の力になりたい」という気持ちは同じだと思う。これは、やさしさと勇気だ。
　そこで、私もこれからは、困っている人がいたら声をかけられるようになりたいと思った。外国の人も、ちがう地域から来た人も、年れいが全然ちがう人も、困っているのは同じだ。そして、声をかけ、力になれたら、相手も自分もうれしくなる。
　五年生になってすぐの下校中。その日は、と中から雨がパラパラとふってきた。急いで帰ろうとした時、後から近所のおばあさんが来た。シルバーカーをおして、家に帰るところだった。私は、道路がガタガタで、おばあさんが進みにくそうにしていることに気づいた。「どうしよう。声をかけた方がいいのかな。でも、どうやってかけようかな。」となやんだが、思い切って「こちら側の方がガタガタしていないから通りやすいですよ。」と声をかけた。おばあさんは、笑顔で「ありがとう。」と言って、道の通りやすいところを通って帰って行った。そのすがたを見て、私も笑顔になり、幸せな気持ちになった。思い切って声をかけてよかったと思った。
　どんな小さなことでも、自分が、やった方が良い、やってもらったらうれしいと思うことを。やさしさと勇気をもってやってみることはとても大切なことだと思った。一人一人のそういった行動が「明るい社会」につながる。以前の自分は、どうしようとなやんで行動できない自分だったけど、五年生になって、少し行動にうつせるようになった。この小さな変化を続けていきたい。社会が明るくなるために、自分が良いと思うことを迷わずできる人になりたいと思う。
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「特別」ということ
北海道・小平町立小平中学校・一年

甚伊　光彩
　僕には、ある友達がいる。
　彼とは小学校が一緒だった。ただ、今は違う学校に通っている。僕は近くの公立校へ、彼は遠くの学校へ。彼は明るくて、ご飯をとてもおいしそうに笑顔で食べていた。彼は絵本を読んだり、友達とじゃれあったりするのがとても好きで、よくみんなで一緒に笑っていた。
　小学校では彼は特別支援学級へ通っていた。先生や友達は彼を「特別」だと言った。僕も思ってしまっていたかもしれない。
「〇〇君は別のことをやろう」何度その言葉を聞いただろう。実際にみんな彼のことを特別扱いしていた。しかし、ある時気が付いた。特別扱いなんてする必要がない。なぜなら彼だけが違うわけではないからだ。
　僕たちには誰にでも苦手なこと、できないことはある。完璧な人間などこの世にいない。しかし、それは当前のことだ。
　もちろん僕にだって苦手なことはたくさんある。たまたま彼には苦手なことが多かっただけだ。それだけだったのだ。できないこととは周りにいるできる僕たちみんなで補い合えばいい。みんなで助け合っていけばいい。もちろん、僕たちが補うのも、助け合うのも、彼が特別だからではない。それが彼でなくとも当然のことだ。なぜなら人は生まれながらにしてみんな特別だからだ。だから、僕たちは彼を大切な一人の友達として接してきた。ただ、もっと彼だけが「特別」だと思わず、接することができればよかった。
　果たして、ぼくが気づいた、想像した選択が正しかったか。どうすればもっと彼のためになったか。それはわからない。しかし、僕たちがしてきた行動に後悔を持っているのも事実だ。今になって強く思う。「人より時間がかかる」ことや「苦手なことが多いこと」は何かを区別する理由にはならないし、友達ではなくなる理由にはならない。
　小学校の卒業が近づいたころ、僕たちは卒業式で一人一人の夢を発表する練習を始めた。彼は流暢に話すことはできない。だから、大勢の前で大きな声で発表することは、彼にとってなおさら難しかっただろう。それでも彼は何度も何度も練習しているのが伝わってきた。僕たちも、彼に負けないくらいの大きい声で発表し、より良い卒業式になるように、より練習に熱を入れた。
　卒業式当日、彼は練習の成果を精一杯発揮した。堂々とした声で元気よく、だれにも負けないとても良い発表になった。彼は苦手なことでも一生懸命取り組んでいた、だからこそ僕たちもその気持ちに応えたいと思った。彼と共に学校生活を送る中で、悩むことも少なからずあったけれど、彼のおかげで私たちは、多くの体験を共有して強い絆で結ばれた仲間となれたのではないかと思う。
　大切なのは特別だとおもわないことではないかと僕は思う。「障害」があるから「障がい者」なのではない。「特別」だと思う心が、心と心の壁を作り、共に生きることの「障害」となる。誰でも等しく唯一無二の人間であり、生まれながらにして、「特別」なのである。
　僕たちにとって彼は、ちょっと苦手なことが多いだけのかけがえない大切な友達なのだ。僕たちはそのことをこれまでのたくさんの経験、思い出を通して、感じさせてもらった。彼を一人の大切な友達として対等に接することで、彼からしか得られない、大切な何かを得られたのではないかと思う。
　僕たちはこれから精一杯生きていく。生きようとする。その中で、どんな人とでも、互いに助けあい、補いあっていける生き様を目指していきたい。お互いを理解しようと努力し合い、みんなが幸せに、そして笑顔で生活していける社会を作り上げていきたい。
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立ち直り、その未来のために

広島県・福山市立加茂中学校・二年

藤間　志帆

　「教誨師」をご存知だろうか？教誨師とは、刑務所で受刑者に教えを説いたり、対話をする宗教者のことだ。現在、日本では千八百人の教誨師が活動している。教誨師は、自身の宗教、宗派の教義に基づき、受刑者の人格形成に関わる話をして、犯罪からの立ち直りを手助けする。
　私が教誨師の存在を知ったのは、この夏のことだ。「社会を明るくする運動」の作文を書くため、犯罪や非行からの立ち直りについて考えてみたが、私の経験では全く何も浮かんでこないので、両親に相談した。すると、両親は私の祖父が約四十年間教誨師として、受刑者と関わっていることを教えてくれた。私は、犯罪を犯してしまった人たちの立ち直りを支えている教誨師の祖父の話を聞くことで、社会を明るくするため私にもできることがわかるのではないかと思った。そこで、祖父にインタビューをして、自分自身にできることを考えてみることにした。
　祖父は、刑務所や受刑者について、また教誨師の立場、その役割、そして祖父自身の経験などを語ってくれた。祖父は、浄土真宗の僧侶という立場で、教誨師として刑務所に出向き、活動をしている。刑務所は、受刑者が社会復帰をするための場所である。そこで、祖父は受刑者の方々に犯罪を犯してしまった人生から立ち直るヒントを届けるという意識で話をするそうだ。具体的には、人間が生きていくとはどういうことか、苦しいことがあっても人に迷惑をかけたり、再犯を犯さないようにということを伝えているという。仏教の言葉で、「人生は苦なり。」という言葉があると、祖父は私にも教えてくれた。「人生は思い通りにならないことばかりである。」という意味だそうだ。こういったことを、教誨師として、受刑者の方々に話をしていると教えてくれた。祖父が語ってくれた中で、最も心に残ったことがある。それは、「犯罪を犯した人が立ち直るために、私たちにできることは何か？」と私が尋ねた時の祖父の言葉だ。祖父は、何の迷いもなく、「今まで通りに普通に付き合っていくことがいい。」と語ってくれた。その祖父の姿に、私は深くうなづくことができた。
　祖父母が渡してくれた刑務所の新聞を読んで、私が考えさせられた内容を紹介する。「こんな私を、妻はこどもたちと待ってくれるのか。最後まで待ってもらえるのか、分からない。私が出所した後、友達とは普段どおりの付き合いができるのかどうか。」、「出所後は、自分が考えているよりも世間から冷たい目で見られ、思うようにいかなくて大変なこともあると思う。」という内容だ。この記事を読み、私は受刑者の方々が社会復帰をするにあたって、家族や友達、また社会の人たちに受け入れられるのか、そのことを大変不安に思って見えることを知って、何とも言い難い気持ちになってしまった。そして、私は、「もしも自分の家の隣に刑務所を出所してきた人が住むことになったとしたら？」と想像してみた。私だったら、まず「え！そんな人が引っ越してくるなんて！」と驚いてしまうだろう。そして、「どんな罪で逮捕された人なの？」、「もし、危害を加えられたら？」と恐怖を感じるかもしれない。ついには、「自分が引っ越してしまった方が安全じゃないか。」とまで考えてしまうだろう。
　しかし一方では、祖父の迷いない「普通に付き合う。」という一言が心に浮かんできたのだ。こういう私たちの出所した人たちに感じてしまう、驚きや恐怖といった特別視、その目が出所者の心を傷つけ、犯罪や非行からの立ち直りの邪魔をしているのだという事実に気づき、はっとさせられた。もし、私が出所者の立場だったならば、自分の存在自体を否定されたのだと思い、マイナスの考えになってしまうだろう。仕事も人間関係も諦めて、再犯を犯してしまいそうな気もする。そうなると、負の連鎖の繰り返しだ。これは、特別視されてしまったから起こってしまうことではないだろうか。
　現在、日本で約六、七万人が刑務所に収容されている。罪の重さはそれぞれであり、その立ち直りは決して簡単な話ではないだろう。しかし、その方々が立ち直るために、私たちには何ができるのか。私も祖父のように「一人の人として、普通に関わる」、そんな人になりたい。犯罪を犯そうと思ってなかった受刑者もいる。しかし、法の裁きを受け、前科者として生きていかねばならない。この時、普通に関わってくれる存在がいたらどうだろう。私だったら、少し前を向いて生きていけそうな気がする。犯罪を起こしてしまった人も自分と同じ人間である。その人にも、大切な過去、思想がある。なぜ罪を犯してしまったのか目を背けてはならない。過ちを犯した人とともに、犯罪の無い世界をつくっていきたい。
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立ち直りを支える社会へ
熊本県・真和中学校・一年

 岡村　詩
私の両親は警察職員です。父は警察官で、母は警察事務を担当する行政職員です。現在、母は犯罪統計の仕事をしているそうです。そのせいか、私が遊びに行こうとすると、口うるさく感じるほどに、だれと行くのか、どこへ行くのか、何時に帰るのか聞いてきます。犯罪の被害者になれば、心に負った傷が癒えるには、長い時間がかかり、体の傷が治っても苦しむことになるそうです。そのような思いを我が子に味わってほしくないと、母から言われました。

しかし、普段、私たちが生活する中で、犯罪や非行と関わることは、ほとんどありません。それは、社会の中で、保護者や学校に、そして警察などの社会の仕組みに守られているからだと思います。一方で、世界中には、内戦の起きている国、貧困と暴力が蔓延している国、子供の人権が保障されていない国など、子供が犯罪と、隣り合わせで生きる国も少なくありません。生まれた場所や、環境が違えば、犯罪と無縁ではいられません。私が、こうして安全で安心して生活できているのは、平和な日本に住んでいるからです。私たちにとって、犯罪は非日常で、関わらないように気を付けなければならないものです。

本当にそれだけで良いのでしょうか。

私の父は、警察署で交通事故の捜査をする仕事をしています。私たちが「犯罪」という言葉を使うとき、真っ先に思い浮かべるのは、殺人事件などの絶対に許せない犯罪です。

しかし、父によれば、交通事故も「過失」による犯罪で、どちらも事件であることに変わりはないということでした。過失というのは、わざとやっていなくても、不注意が原因で相手を怪我させたり、死なせてしまったりすれば、それは犯罪になるというのです。たとえば、わざと相手を殺した人と、不注意で死なせてしまった人がいて、その後に残された被害者の家族にとってみれば、大切な命をうばわれたという事実は、どれほど違うのでしょうか。もし、私が、父を、母を、弟を、事故で失ったとして「相手もわざとやったわけじゃないから」と考えて、許せるでしょうか。絶対に許せない、相手にも同じような苦しみを味わってほしいと考えてしまわないでしょうか。私の大切な家族を、ある日、理不尽に私から奪った相手を許せるほど、私は優しくなれそうにありません。

そのことを父に話すと、事故を起こして相手が亡くなったときに、後悔しない人などいないと言われました。失われた命は戻りません。たとえば、私が謝っても二度と取り返しがつかない失敗をしたときに、どのように償えばよいでしょうか。一生忘れることなどできないはずです。忘れようとすることは、被害者にとっても、その家族にとっても不誠実です。ですが、その重たい罪悪感を一生、心の奥に抱えたまま、笑ったり、楽しんだりできるでしょうか。自分には幸せになる権利なんかないと思いながら、うな垂れて生きていくのでしょうか。死んだほうがましだと考えて、毎晩、涙を流すかもしれません。わざと楽しい場所から遠ざかろうとするかもしれません。

それは、社会の中で生きていても、心は自由のない檻の中で生きているのと変わりない人生です。

これまで私は、人の命を奪ったような犯罪者には、同じ社会の中にいてほしくないと思っていました。それは、実際に会ったこともなく、得体の知れない「犯罪者」というものへの恐怖や、嫌悪感があったからだと思います。しかし、もし、その「犯罪者」が、自らの犯した罪を後悔しながら苦しみ一生を歩んでいる人だとするなら、どうでしょうか。目が覚めるたびに自分の罪を思い出し、楽しいことを避けるようにして毎日を過ごし、眠りにつく前に後悔しながら目を閉じる。そのように生きている人は、私が想像していた恐ろしい犯罪者とは違います。

私の母が、事件に巻き込まれないよう、事故にあわないように、と口やかましく言ってくる理由が分かったような気がしました。私が被害者にならなければ、犯罪者になる相手もいない。一度、犯罪が起きてしまえば、被害者も、被害者の家族も、犯罪者も、犯罪者の家族も、すべて不幸になる。それだけでなく、犯罪が起きた地域に住む人たちも、無関係ではいられない。心に暗い影を落として不安な日々を送ることになる。犯罪者が恐ろしい罪の意識に苦しむのは自業自得かもしれません。そうだとしても、罪悪感に苦しみながら生きる人に、遠くから石を投げつけるような社会であってはならないと思います。

犯罪が起きない社会を、まちがいを犯した人が反省して、償うときに、もう一度前を向いて生きられる社会であってほしいです。
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優しさのバトン
秋田県・大仙市立大曲小学校・六年
増田　大和

　僕には、小さい頃大好きだったおもちゃがある。それは、木でできた犬で、ひもで引っ張ることができる。僕と二つ違いの姉は、そのおもちゃを使って、犬のお散歩ごっこをしたものだった。すべすべしていて、かわいらしい顔をしていて、本当にお気に入りだった。そのおもちゃは、祖母からのプレゼントだ。それもあって、見るたびにあたたかい気持ちになれた。祖母の家の近くには刑務所があるのだが、悪いことをした人が近くにたくさんいると思うと怖いし、心配だった。おもちゃは、その刑務所の作業製品展示場で買ったものだ、と祖母から聞いたとき、僕は衝撃を受けた。悪いことをした人があんなにかわいい犬のおもちゃを作れるなんて。そもそも僕は、刑務所の中で何か作業をしているのは知っていたが、おもちゃまで作っているなんて知らなかった。調べてみると、各地の刑務所内ではおもちゃ以外にも家具や文具、アウトドア用品や食品まで作られていた。今は刑務所作業製品は、より広く親しめるイメージに変えるとともに、安くて品質のよい商品を広めるために、ＣＡＰＩＣと呼ばれているらしい。売り上げの一部は、犯罪被害者の支援団体の活動に使われている。

  刑務所の中にいる人は、あんなにかわい犬のおもちゃをどういう気持ちで作ったのだろう。罪を犯してしまった人でもあんなにかわいいおもちゃを作れる優しい気持ちが心の中にきっとある。逆にかわいいおもちゃを作れる優しい気持ちがあるのになぜ犯罪を犯してしまうのか。

　それは悪い気持ちが優しい気持ちを上回ってしまうからだと思う。相手を思う気持ちや余裕がなければ、人は自分がしていることがどれだけ人を傷つけるか、なかなか気付くことができない。そして、自分の欲望を優先させてしまう。それが犯罪につながってしまうこともあるのではないか。相手のことを考えずに、気に入らないから、おもしろいからと自分の気持ちを優先するという点で、いじめもおなじだ。いじめの問題が起こると、いじめられた側に対しては、カウンセリングや相談などいろいろな手助けがされる。深く傷ついてしまうのだから、それは当然だ。しかし、本当は、いじめる側にこそ、助けが必要なのかもしれない。僕は、意地悪なことを言ってしまったり、ふざけてしまったりすることはあるけれど、悪かったなと思ったら、すぐに謝る。テレビやニュースで見るようなひどいいじめをしようとは考えたこともない。多分それは、僕の中の優しい気持ちの方が欲望よりも大きくて、悪い気持ちをコントロールできるからだ。満たされていれば、他の人にひどいことをしようとは思わない。そうだとすれば、相手を傷つけずにはいられないほど、優しい気持ちが足りなくなってしまっているいじめる側こそ、手厚く支援されなければならないのではないか。同じことは、犯罪を犯してしまう人にも言えると思う。

　僕が大好きな犬のおもちゃから感じたあたたかさは、作った人の心の中の優しい部分が表れたものなのではないかと思う。それは、誰の心の中にもあって、その部分を大切にしてあげれば、きっと悪いことをしようとは考えない。僕は、両親から「大和は、小さい子にとてもやさしくできるよね。」とよく言われる。それは、小さい子は守ってあげなくては、と思うからだ。そういう気持ちになれるのは、きっと僕自身が周りの人たちのたくさんの愛情に包まれて育ってきたからだろう。そうしているうちに僕の心の優しい部分がどんどん大きくなって、他の人にも分けてあげられるようになったのだと思う。僕が世の中の全ての人に優しさを分けてあげることはできない。でも、社会全体で、みんなが少しずつ、周りの人たちに優しい気持ちを届けてあげれば、罪を犯してしまうまで追いつめられる人は減るような気がする。おたがいに明るくあいさつする。困っている人に声をかけたり、手助けしたりする。そんなみんなの優しい気持ちが社会をあたたく照らす光になるのだ。僕も、自分のあたたかい言葉かけや少しの手助けが、誰かの沈んだ心を軽くすることを信じて、優しさのバトンをつないでいきたい。
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信じることが社会を明るくする

山梨県・甲府市立舞鶴小学校・六年

石原　茉奈

　夏休みの課題で「社会を明るくする運動」の作文を書く人をクラスで一人選ぶことになり、私は「社会を明るくする運動」というテーマが少し難しそうだと思ったけれど、せっかくの機会なので自分なりに考えてみたいと思い、立候補しました。
　家族にそのことを話したら、ちょうどお父さんがある社長さんの講話を聞いたことを話してくれました。
　その社長さんは、運送会社を経営している人で、倫理法人会という集まりで体験を話したそうです。社長さんは「自分の仕事が少しでも社会に役立つことになればいい」と思い、罪を犯してしまった人を会社に雇ってみようと考えました。しかし、最初は会社の人たちから不安の声が上がり、大反対されたそうです。私ももしその会社の社員だったら、罪を犯した人と一緒に働くのは不安なので反対すると思います。
　それでも社長さんは諦めずに、社員たちを説得して、罪を犯した人と何度も面談をしてその中の一人を採用しました。けれど、その人は残念ながらまた罪を犯してしまったそうです。
　普通だったら、そこで「やっぱりダメだった」と思って、その人をもう雇わないかもしれません。でも、その社長さんは「自分がその人のことを心から信じていなかったからまた罪を犯してしまったのではないか」と考えました。そしてもう一度その人を会社に雇い、今度こそ本気で信じてみることにしたそうです。
　すると、その人は再犯することなく、今では真面目に働いていると聞きました。社長さんが「信じる」ということを諦めずに続けた結果だと思います。
　この話を聞いて、私は「信じる」ということについて初めて深く考えました。今までは「悪いことをした人はもう信用できない」と思っていたけど、人間なら誰でも間違うことはあるし、そのあと変われるかが大切なんだと思いました。そしてその「変わる」ことは、自分の努力だけではなく、周りの人に信じてもらえるかでも大きくちがうのだと気づきました。
　もし社長さんが「やっぱりダメだった」と諦めていたら、その人はまた犯罪をくりかえしてしまっていたかもしれません。信じてもらえたから、その人は真面目に働けたのだと思います。
　もちろん、人を信じることは決して簡単なことではありません。うそをつかれたり、裏切られることもあるかもしれません。でも、それを諦めずに信じることでその人を助けることができるなら、それが「社会を明るくする」ことにつながるのではないかと思います。
　私も今まで、怒られたり、失敗したときに家族や先生が「大丈夫、次はきっとできるよ」と言ってくれたことがありました。その言葉で安心できたり、「次こそがんばろう」と思えたりしました。
　社会を明るくするには大きなことをしなくても、一人一人が目の前の人を信じてあげることで、その人の人生の喜びが増えると思います。
　私もこれからは、人をすぐに疑ったり、諦めたりせずに「もう一度信じてみよう」という気持ちを大事にしていきたいと思います。そして、そんな人が少しずつ増えていけば、きっと社会は明るくなると思います。
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広がる支えあいの輪
長崎県・島原市立第四小学校・六年

永川　千陽
「え！うちで大丈夫でしょうか？主人が帰宅してから一度相談させてください。」と、困ったようにもおどろいたようにも見える表情で、電話でお母さんが話していたのは、この夏休みに入る前のことでした。「どうしたと？何かあった？」と私がたずねると、「協力こようぬしって言って、刑務所や少年院から出てきた人の就職先の一つとして、お父さんのとそう会社に協力してもらっていいですか？っていう相談の電話やった。」と言うので、「その人たちは決められた職場でしか働けんと？」と、またお母さんにたずねると「犯罪や非行をした人を受け入れてくれる職場はなかなかないから、保護司さんたちが職場を探して、その人たちに紹介しているとよ。」と教えてくれました。お母さんは二年前から、更生保護女性会に入っていて、ときどきボランティア活動の内容を聞いていました。それに私が住む島原市杉谷地区では、毎年夏に社会を明るくする運動の取り組みの一つとして、「百人パレード」という、地域の人たちみんなで地区を歩きながら、更生ペンギンのホゴちゃんとサラちゃんがついているポケットティッシュを配る活動があります。その活動に私も毎年参加しているので、社会を明るくする運動については少し知っていました。でも今回の電話のような活動があることは知りませんでした。

犯罪や非行をした人たちのお手伝いをすることは、とてもいいことだけど、私は、その人が、お父さんの会社に来るのは少しこわいと思いました。その日の夕食を食べながら、お母さんがお父さんに電話のことを話しました。するとお父さんは「えー！それ本当！それだけうちが地域の人に認められ必要とされているってことだね。オッケーオッケー、うちでよければいつでも大丈夫ですって伝えてよ。」と嬉しそうに言ったので「もしお父さんの仕事で悪いことしたらどうすると？本当に大丈夫なの？」と、心配になった私は思わずお父さんに聞き返しました。するとお父さんは、「その人たちはね、更生して新たに頑張りたいって思っても、犯罪者というレッテルをはられて、社会に受け入れてもらえないことも多いとよ。大半の場合は、その人が生まれ育った環境に問題があって、そのような生き方しかできなかったという人も多いんだよ。過ちをしてしまったかもしれないけど、居場所がなくてまた同じような失敗をくり返してしまう。立ち直るために、自分がお手伝いできるということは、お父さんはとても嬉しいよ。」と言いました。私と違って不安は全くないように見えました。

お父さんの友だちが家にお酒を飲みに来る度に「ちよちゃんのパパは昔、この辺では有名な悪やったとよ。おじちゃんも一緒にずいぶんやんちゃしたけどね。」と笑いながらお父さんの昔の話を聞かされていました。自分のお父さんの若い時のことを聞いて、しょうげきを受けたので本当かどうか本人に聞いてみました。家が複雑でご飯もろくに食べてなかったから、勉強はきらいだったけど、給食を食べに行く目的と、友だちと遊ぶために学校に行っていた。十六さいで就職したとそう屋さんの社長夫婦が自分の子どものようにかわいがってくれて、先ぱいにも恵まれ、礼儀や社会のルールを教えてもらったから今がある。次は自分が受けた恩を誰かに返すチャンスが回ってきたんだ。と話してくれました。この話を聞いて、お父さんは非行や犯罪をした人を自分の姿と重ねて、自分と同じような人の力になりたいのだろうと思いました。そして、自分が更生できたからこそ、過ちを犯した人でも誰かが手を差し伸べることで、必ず社会にこうけんできる人になれると考えたのではないかと思います。

今の私がすぐにできる二つのことがあります。一つ目は、誰にでもやさしく接することです。もし落ちこんでいる人がいたら、その人の気持ちにそっと寄りそってあげたいです。気もちに寄りそうことで、その人が少しでも明るくなってくれたらいいなと思います。そしてもう一つは、元気で気持ちのいいあいさつをすることです。友だちや近所の人にはもちろん、いつかお父さんの会社に就職して社会復帰する人にも、私のあいさつで元気になってもらえたら嬉しいです。

私や私の家族ができることは、そんなに多くはないけれど、誰かのことを思う小さなやさしさが、沢山の人につながり、やがて大きく広がる支えあいの輪となると嬉しいです。
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見えない気持ちに目を向けて

栃木県・佐野市立あそ野学園義務教育学校・九年

髙田　玲奈

　ある日のことでした。夕ご飯の買い物から帰ってきたとき、私は近所のコンビニエンスストアの前で、店員さんに怒鳴っている男性を見かけました。その男性は、会計ミスがあったことに腹を立てていたようですが、その怒り方はとても激しく、見ていて不安な気持ちになりました。私は思わず、
「なんであんなに怒っているのだろう。」
と母に言いました。すると母は
「ああいう人は、きっと何か別のことで心がいっぱいなのかもね。」
と言いました。私は、はっとしました。
「そうか、怒っている人の中には、ただイライラしているだけではなく、何か苦しいことを抱えている人がいるのかもしれない。」
そして私は改めて、怒る行動の裏にある、相手の苦しむ気持ちを考えてみたのです。
　家庭に居場所がなかったり、他の人とのつながりがうまくいってなかったりすると、誰かに助けを求めたくても、どうしていいのか分からなくなるのではないかと思います。そういうときに、心のバランスが崩れて、非行や犯罪が起こってしまうのかもしれないと感じました。先ほどの男性が起こした行動の裏には、私たちには見えなかった理由があったのかもしれません。
　その後も私は、テレビやインターネットで少年が事件を起こしたというニュースを見る度に
「どうしてこんなことをしたんだろう。」
と考えるようになりました。ネットで背景を調べてみると、家族とうまくいっていなかったり、学校や地域に相談できる人がいなかったりと、周囲から孤立していることが原因になっていることが多いと知りました。
　私は今、家族と一緒に過ごす時間が多く、ゆっくり話を聞いてくれる人もいます。しかし、もしそれがなかったら、もし自分の気持ちをどこにも出せなかったら、きっと毎日が不安で、苦しくなってしまうと思います。誰にでも「つらい」と思う気持ちはあります。だからこそ、その気持ちを受け止めてくれる人がいるかどうかが、大きな違いになるのだと思います。罪を犯してしまう人たちの中には、そんな苦しみに耐えられず、相手を傷つける行動に出てしまう人がいるのかもしれません。
　あるニュースでは、罪を犯した人が、地域でボランティア活動を通じて立ち直っていく様子を取り上げていました。最初は冷たい目で見られていたその人が、少しずつ信頼を取り戻していく姿を見て、私は
「やり直すことって、とても勇気がいることなんだ。」
と感じました。たとえ過ちを犯しても、自分を反省して立ち直ろうとする気持ちが大切なのです。そして、そんな人たちには、周りの支えが必要です。「過ちを責める」ことよりも、「これからを信じる」ことの方が、きっとその人の力になるはずです。私はまだ中学生で、大きなことはできないかもしれませんが、少なくともテレビやネットで、人の失敗を面白がってみたり、悪口を言ったりするようなことはしたくありません。誰かの失敗に対して、すぐ否定したり笑ったりするのではなく、「その人は、いったいどんな気持ちだったんだろう。」と考えることが、誰もが明るく生きられる社会を創る第一歩になると信じています。
　立ち直ろうとしている人が、もう一度安心して生きていけるように、非行や犯罪を防ぐために、誰もが孤立せずに過ごせるように。そのために、私たち一人一人が「相手の気持ちに目を向ける」ことが、とても大切なのだと思います。実際に私も、苦しくて自分に負けそうになっていたとき、周囲の一言に救われて、安心できたという経験があります。周りの存在は、とても大きな力になるのです。
　たとえ、直接誰かを助けることはできなくても、相手を思いやる気持ちや、周りの変化に気付こうとする心は、きっと相手に届き、相手の力になると信じています。人の心を明るくするのは、そんな小さな「優しさ」なのかもしれません。私も、そんな「優しさ」を持つ一人になれるように、これからも自分にできることを行っていきたいと思います。そして、もし身近に、悩んでいる人や立ち直ろうとしている人がいたら、そっと寄り添えるような人でいたいです。
「あなたは一人じゃないよ。」
と伝えられる存在になれたら、きっとその人の心にも、前向きな気持ちが生まれるはずだと思うからです。
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小さな行動が未来を変える
東京都・板橋区立高島第三中学校・九年

堤 琉心
　私には一つ、自分の生活を通して社会の明るさについて考えるきっかけがあります。それは、私の祖父が地域で「子ども食堂」を開いていることです。祖父は定年退職後、地域の仲間と協力して、近所の子どもや一人でごはんを食べることが多い子を招き、安い値段や無料で食事を提供する活動を続けています。私はその手伝いに何度か参加したことがあり、その中で多くのことを学びました。
　最初に子ども食堂を手伝った日のことをよく覚えています。私は正直なところ、知らない小さい子とどう話していいのかわからず、少し緊張していました。しかし机にごはんを並べていると、ある小学生の男の子が「ありがとう」と笑顔で声をかけてくれました。その瞬間、私の緊張はほぐれ、心が温かくなりました。誰かに感謝されることがこんなに嬉しいのかと初めて気づきました。
　活動を続けるうちに、子ども食堂には様々な子が集まってくることを知りました。両親が共働きで夜遅くまで帰ってこない子、家では一人で食事をする子、友達と一緒に来て楽しく食べたい子。背景はそれぞれ違いますが、同じ食卓を囲むことで自然と笑顔が広がり、会話が弾みます。私はその様子を見て、「人と人がつながる場所」が大切だと実感しました。
　ある日祖父が「子ども食堂はただご飯を出すだけじゃない。地域の人が顔を合わせて話せる場所になるんだよ。」と話してくれました。大人たちも顔を出し、子どもと一緒に食事をしたり宿題を見てあげたりしていました。そこでは年齢や立場を超えて助け合う雰囲気が生まれていて、私は「地域の絆」を初めて体で感じました。
　この経験を通して、私は「犯罪や非行を防ぐには、人とのつながりが重要なのでは」と考えるようになりました。人は孤独を感じたり、居場所をなくしたりすると、悪いことに引き寄せられてしまうことがあります。けれども、地域に安心して過ごせる場所や話を聞いてくれる人がいれば、心が救われると思います。子ども食堂はまさに、そんな居場所の一つです。
　さらに、祖父の子ども食堂には、過去に非行を経験した大人もボランティアとして参加しています。最初に聞いたとき、私は少し驚きました。しかし会って話してみると、とても優しく、子どもたちに一生懸命関わっていました。その人は「自分は昔、間違ったことをしてしまった。でも今は地域のために何か役立ちたい」と語っていました。私はその姿に「人は誰でも立ち直ることができる」と強く感じました。そして立ち直るには、社会の受け入れや支えが不可欠であることも理解しました。
　私は学校生活の中でも、この経験を思い出します。例えば、クラスで意見が分かれて対立したとき、相手の立場を理解しようと努めることや、孤立している人に声をかけることの大切さを学びました。誰かが仲間外れにされたり強い孤独を感じたりしたら、それが心の闇につながることもあります。だからこそ、一人ひとりが周囲に関心を持ち、小さな声にも耳を傾けることが、明るい社会づくりにつながると思います。
　社会を明るくする運動の趣旨には「犯罪や非行のない社会を目指すこと」「立ち直りを支えること」があります。私の体験はまさにその二つが結びついていると感じます。子ども食堂は、子どもたちの居場所づくりを通じて非行を防ぐと同時に、過去に過ちを犯した人が再び地域で活躍できる場にもなっています。
　私は将来、大人になったとき、社会の一員としてどんな役割を果たすべきかを考えるようになりました。必ずしも大きなことができなくても、身近な人を気にかけたり困っている人に声をかけたりすることは誰にでもできます。祖父の姿を見て、「自分にできる小さな行動が社会を明るくする一歩になる」と確信しました。
　最後に、子ども食堂で出会った子どもたちの笑顔を思い出します。ご飯を食べながら楽しそうに話す声や、「また来るね」と言って帰る姿。その一つひとつが、社会の明るさを象徴しているように思えます。私はこれからも祖父の活動を手伝い、自分にできることを考え、行動していきたいです。そして地域の絆を深め、誰もが安心して暮らせる社会を築く一員になりたいと思います。
　社会を明るくするとは特別なことではありません。小さな思いやりや支え合いの積み重ねこそが、犯罪や非行を防ぎ、立ち直りを後押しする力になると、私は信じています。
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可能性の扉を開くたった一つの「機会」

京都府・木津川市立木津中学校・一年

津田　新大

　「社会を明るくする運動」の目指している「立ち直りに寄りそい、犯罪や非行のない社会へ」は正直なところ、僕には少し遠い世界の話のように感じていた。ニュースで報じられる事件は、自分とは違う「誰か」が起こすものであり、僕たちの日常とは切り離された問題だと思っていた。大きな事件がニュースで報じられていても、僕は「また、あほな誰かがやらかしよった」としか思わなかった。しかし、一人のクラスメイトとの出会いが、その考えが浅はかな固定観念に過ぎなかったことを、強く教えてくれた。
　小学生の時のクラスメイトだった彼は、授業中いつも窓の外をぼんやりと眺めているか、机に頭をふせていることが多かった。言葉遣いは少し乱暴で、提出物を忘れることもよくあった。小学校の簡単なテストでも結果はいつもほんとによくなかった。先生たちもどこかあきらめているような雰囲気があった。僕自身も、彼に対して勉強が嫌いで、やる気がないやつなんだなと決めつけていたように思う。
　その彼と深く関わるようになったのは、席替えで隣同士になったことがきっかけだった。僕はそろばんを習っていて算数は得意だった。だから、算数の授業でいつもプリントをおわらせてしまって暇だった僕は彼に算数の計算の仕方を教えてあげた。その日から、僕たちの距離が少し縮まった。彼が分からなかったのは、図形や文章問題のような応用的な内容ではなく、割り算の仕方、分数の意味など彼がつまずいていたのは基礎の基礎だった。「こんなことも分からないのか。」一瞬そう思いかけた自分を恥ずかしく思った。僕が当たり前のように受けてきた教育、親や兄に勉強を教えてもらっていた事、分からない時すぐに質問できた環境、それらが、彼になかったのかもしれない。僕が持っていた当たり前は、決してすべての人のものではなかったのだ。
　僕は教え方を変えた。難しい言葉を使うのをやめ、彼がどこで、なぜつまずいたのかを時間をかけて探し続けた。分数の割り算を教えるときは、僕は絵を描いて説明した。「ああ、逆数をかけるってそういうことか。」初めて心から納得したような声を出した彼の顔を、僕は忘れることができない。たった一つ、つまずいていた所が理解できただけなのに、彼はこれまでため込んでいた疑問を僕にぶつけ始めた。それから、あれほど嫌っていた勉強に、彼は少しずつ前向きに取り組むようになった。小テストで目標の点数を取れた日には、照れくさそうに笑ってくれた。その笑顔は、僕が知っていた彼のどの表情とも違って、自信と喜びにあふれていた。
　一人の人間が、たった一つの機会によって、その可能性の扉を自分の手で開いていく瞬間を僕は見た。彼に足りなかったのは、能力や才能ではなかった。誰かに自分のレベルまで降りてきてもらい、時間をかけてつき合ってもらうという小さな機会だったのだ。
　この経験は、僕の目を社会全体へと向けさせた。非行に走ってしまう子たちも、もしかしたら彼と同じなのではないだろうか。家庭の事情で誰も勉強をみてくれなかったり、学校で一度つまずいたまま誰にも助けを求められず、自分だけがおとっていると感じているのではないか。そう考えると、「社会を明るくする運動」がかかげる「立ち直り支援」の本質が見えてくる気がした。それは、罪を犯した人に罪を与えるだけで終わらせるのではなく、彼らがもう一度人生をやり直すための「学びの機会」や「人との信頼関係を築く機会」を提供することなのだと思う。そして、より根本的な「犯罪や非行の防止」とは、社会のすみずみまで、彼に訪れたような「機会」が行き渡る仕組みを作ることではないだろうか。
僕にできることは、まだ小さい。しかし、無力ではない。まずは、自分の周りにいる友人に対して、先入観や決めつけをやめること。困っている様子の人がいれば、「どうしたの？」と声をかける勇気を持つこと。彼に教えたつもりが、本当に大切なことを教わったのは僕の方だった。
社会を明るくするとは、どこかの誰かがささげる大きなスローガンではない。僕や、みんなの一つの行動が、隣にいる誰かの可能性の扉を開く鍵になるかもしれない。その小さな鍵をあきらめず、根気強く多くの人が手渡し合っていくこと。その先にこそ、「犯罪や非行のない、誰もが輝ける社会」という光があると、僕は固く信じている。
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「10円ガムとこれからのぼく」

兵庫県・神戸市立小部東小学校・六年

鎌田　葵生

　ぼくは低学年のころに、二歳上の兄の友達と一緒にコンビニに買い物をしに行ったときに、兄の友達がこっそり10円ガムをポケットに入れる姿を見たことがある。その時、ぼくがしたわけじゃないけれど、ものすごくドキドキしたことを覚えている。家に帰って母に話をし、母がそれは万引きという犯罪になること、絶対にしてはいけないし、ダメなことを止められる人になって欲しいと言っていたことを今でも覚えている。
　なぜぼくがこのテーマについて考えたのかというと、ぼくはもう少しで中学生になる。中学生の二つ上の兄が友達と出かける姿を見ているとき、ふと10円ガムの光景を思い出すことがある。また、母が昨年まで児童心理治療施設というところで働いていたので、母の話を聞いていると、ぼくの経験と重なるところがあるような気がして、このテーマについて自分なりに考えてみようと思った。
　ぼくは父、母、兄、妹の五人家族である。父も母も日中働いていて、学校から帰ったらぼくはすぐに公園に行き、同級生の友達と遊んで過ごす。遊んでいる時に、中学生がいて、危ないな、怖いなと思うことをしていることがあったり、遊びの中で友達がトラブルでカッとして暴力をふるうようなこともあったりする。ぼくはそういうことを夕食の時に何気なく、話をしていることが多い。その時家族はぼくの話を聞きながら、その時ぼくは何をしていたのか、どんなことを思ったのか、など聞いてくる。ぼくはちょっと思春期に足を突っ込んでいるので、色々聞かれるとイライラしてきて、話すんじゃなかったって思ってしまう。けれど、後々布団に入ってから思い返すと、あの時何かできたのではないか、助けを求められたのではないかなど、頭の中でぐるぐる考えが回る感じがする。
　母は仕事で虐待や学校や家庭の環境で傷ついた子どもたちと関わってきて、いつも子どもたちの気持ちに寄り添い、してしまった行動やそのときの気持ちを否定するのではなく、まずは聴くことが大切だということを言っていた。ぼくはそんなこといちいちできないやろ、と思っていた。でも、ぼくの話をたまには否定はするけど、聞いてくれることに改めて気付き、人の話を聴く、ということは大切なんだなと思った。また、母は仕事で傷ついた子どもたちは、悪いことをしてしまう前に、大切な人の顔やこれをしたらどうなるのかということへのイメージができないから、悪いことをしてしまうことが多いと言っていた。虐待などされて自分を大切にされてなかったら、大切な人のことを思い出すのは難しすぎると思う。家族や友達から大事にされないと、自分も相手を大事にすることはできないし、よいことをすることもできないと思う。
　ぼくはぼくのことを大切にしてくれる家族や友達がいる。また、話を聴いてくれる人もいる。だからぼくはイライラした時も失敗はしても振り返って良心を保つことができているように思う。10円ガムを盗ってしまった子も母が関わっていた施設の子どもも、自分を大切にしてくれる環境、
話を聴いて受け入れてくれる環境が無かったのではないかと思う。だからぼくは、社会が明るくなるためには、まずは誰でも行けるような居場所が必要だと思う。行くだけでほっとして、話をしたり、ゆったりと友達と過ごせるような場所があったら、一人ぼっちにならないし、心の中のしんどさが少しでも減るのではないかと思う。また、ぼく自身、すぐにはできないだろうけど、人の話を否定や批判をせずに聞いてみる努力をしてみようと思う。このように、一人一人が少しでも普段の生活の中で起こったことを思い返すことで、自分の行動や気持ちを反省したり、次はこうしようという気持ちになって少しはやさしい社会になるのではないかと考える。
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「居場所」をつくる
島根県・出雲市立多伎小学校・六年
持田　幸哉
　ぼくは、この作文を書くことになって初めて「社会を明るくする」ということについて考えました。自分が住む町のことは大好きです。けれど、地域を良くするための活動については、あまり知りませんでした。
　そこで、まず「明るい社会」とはどんな社会なのか考えてみることにしました。そして思いついたのが「犯罪がない社会」「地域の交流がある社会」です。けれど、このような社会を作るために何をすればいいのか、ぼくに出来ることはあるのか、良い考えがうかびません。特に「犯罪」については難しいと思いました。犯罪は、それを起こす人の心情の問題…。その人が変わらないと犯罪はなくならないと思ったからです。
　考えていると、お母さんが、ある動画を見せてくれました。法務省が出している「犯罪や非行からの立ち直り～立ち直った方からのメッセージ～」という動画です。犯罪を犯した人でも、社会で活躍できる事が分かりました。そのお手伝いをしているのが、自助グループや更生保護施設の人たち、協力こ用主、保護司の人たちです。犯罪をおかした人に正面から向き合おうとする強い気持ちが伝わってきました。
　共通しているのは、犯罪をおかした人に「場所」を与えているということです。それがぼくはとても大事だと思いました。動画に出てきた人たちも、昔は「居場所」がなかったと感じたからです。いっしょに悪いことをする仲間はいたけれど、本当はさみしかった、こ独だったと思います。ぼくも、悪いことをすることが時々あります。けれど家族はゆるしてくれます。いけなかったことを具体的に注意して、その後はふつう通りに接してくれます。ぼくには安心できる「心の居場所」があるということです。犯罪をおかした人を支える人たちも、こうした「心の居場所」を作っていると思います。それが次の犯罪を生み出さない事につながっていると感じました。「反省」は一人でも出来るけど「更生」は、みんなの力がないと出来ない。という言葉が一番心に残っています。
　次に「地域の交流がある社会」について考えます。実はこれも「心の居場所」ということに関係していると思います。ぼくの住む島根県出雲市多伎町には、日本海をながめることが出来る「道の駅キララ多伎」があります。そこで行われる地いきの祭りは、ぼくにこの町での「居場所」を感じさせてくれます。屋台がたくさんならび、ちゅう選会も大盛り上がりです。夜には花火が打ち上げられ、とてもきれいです。けれど、たくさんの人の力が必要だと思いました。そこで今年は、祭りに関わっておられる人を見つけて、お話を聞いてみようと思いました。
　ぼくは祭りを楽しみながら、花火を打上げる人、ちゅう選会の景品を準備する人、屋台を出している人、ステージを盛り上げている人…色々な人が働いておられることに気付きました。そして中でも気になったのが本部テントにおられた人です。みな同じ上着をはおっておられます。そこには多伎町のコミュニテイセンター長もおられました。その時は忙しそうだったので、後日、電話でお願いをして祭りについてお話を聞かせてもらうことにしました。本当はとてもドキドキしていました。けれど「多伎町を明るくする」ということについて考えたかったので、勇気を出して行きました。
　センター長は笑顔でむかえて下さいました。まずは祭りの目的を教えて下さいました。「地域住民の交流の場になるように」というお話を聞いてコミュニテイセンターも、町の中に「居場所」を作っている大事な施設なんだと感じました。次に祭りのための準備について聞きました。費用集め、協力者集め、衛生管理、物品準備など、やはりたくさんありました。みなさん大変だったと思います。けれどセンター長さんは続けて、こうおっしゃいました。
「地域の人の力が大きかったんだよ。」
ボランテイアとして祭りのお手伝いをする方、お祭りの運営ひを寄付する方がたくさんおられたんだそうです。お金をもらうことを目的にせず、地域の人たちへの思いで行動する人がいてこそ、地域が明るくなるんだと思いました。ぼくの「居場所」もこうして出来ているのです。
　ルールを守らない友だちを見ると、ぼくは迷惑だなと思っていました。けれどこれからは、その人が、なぜそんなことをするのか、どうしたら止められるのか、そして、その気持ちによりそって、やめられるよう話してみようと思います。また地域交流の場を作るためにボランテイアに参加したいです。祭りの時だけでなく、多伎町がいつも元気で、みんなの「居場所」になるように、ゴミ拾いや海岸清掃など、自分に出来ることをがんばります。
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大きな家族のような社会に
大分県・別府市立山の手小学校・六年

 後藤　愛心
「家庭環境かな。」

そう答えてくれたのは、私が習っている柔道の先生です。先生は刑務官という仕事をしていて、刑務所や少年院で受刑者の生活を見守り、社会にもどるための手伝いをするそうです。あるとき私は先生に、「なぜ犯罪や非行は起きるんですか？」と聞きました。そのとき返ってきたのが、この言葉でした。

先生は今、少年院で仕事をしていて、たくさんの人と話をしてきたそうです。社会復帰を支える人には、保護司の方や、更生保護女性会の人、ＢＢＳ会員、協力こ用主の方など、本当にいろんな人がいると聞きました。でも、それでも三人に一人はまた罪をおかすと聞き、私は多いなぁと思いました。

でも、犯罪や非行は理由なく起こるわけではありません。生活に困って物をぬすんでしまったり、さみしくてだれかに気づいてほしくて悪いことをしてしまったり。どんなことにも理由があるのだと思いました。

私の家は父と母と私の三人家族です。両親はサービス業で土日や祝日も仕事なので、家族で出かけることはほとんどありません。そのかわり、祖母が毎週末、車で一時間以上かけて泊まりに来てくれます。私が生まれてきてからずっとです。
祖母は料理がとても上手で、私の好きな食べ物をたくさん持ってきてくれます。畑で作った野菜や料理を近所の人に配ることもあり、私もいっしょに届けに行きます。みんなとてもうれしそうにしていて、「ばぁばがいるからさみしくないわ。」と言っている人もいます。
祖母はこしやひざがいたいのにいつも人のために動いています。私は、「なんでそんなに人のためにするの？」と聞いたことがあります。すると祖母は、「人が困ってたら悲しいやろ。喜んでくれたらうれしいやろ。自分のしたことは自分に返ってくるんよ。」と言いました。その言葉を聞いて、私もさみしいと思ったことがないのは祖母のおかげなんだなと思いました。 

家庭のかたちは人それぞれです。でも、もしどの家庭にも私の祖母のような存在がいたら、きっと犯罪や非行はなくなるのではないかと思いました。もちろんそれはむずかしいことです。だからこそ、一人ひとりが「社会をひとつの大きな家族」と考えて、みんなで意識することが大切だと思いました。

今年、刑法が百年以上ぶりに改正されて、こらしめではなく「立ち直り」に重点を置いた拘禁刑というものができるそうです。それは、どうしたら明るい社会をつくれるかと、多くの人が考え続けてきた結果なのだと思います。

私は今まで、犯罪や非行は自分には関係ないと思っていました。でも作文を書くことで、それは誰にでも関わりのあることだと気づきました。まずは「考えること」から始まるのだと思いました。
私はまず、まわりの人に笑顔であいさつをすることから始めたいです。そうすれば、困っている人がいたら声をかけやすいと思うからです。そして、いつか祖母のように「おいしい味そ汁を作ってあげられる人」になりたいです。

一人ひとりが思いやりを持てば社会はきっと大きな明るい家族のようになれると思います。
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空気を読むより行動を選んだ日

茨城県・つくばみらい市立伊奈中学校・三年

本橋　幸芽

　「空気を読むこと」は、よく大切だと言われる。周りの雰囲気に合わせる、相手の気持ちを考える、自分勝手に行動しない。集団で生活していく上でとても重要なことだと思う。しかし私は、ある時疑問を感じた。
　もし空気を読みすぎて、何も言えなくなってしまったらどうだろう。困っている人がいても、周りの目を気にして見て見ぬふりをしてしまったらどうだろう。それでも「正しく空気を読めた」と言えるのだろうか。
　「空気を読みすぎて、いつの間にか呼吸が出来なくなってしまった。」
ふと、こんな言葉を耳にしたことがあった。今の社会の空気、そして自分のことを表しているようで、心に強く残った。
　この言葉を思い出したのは、学校の授業でのグループ学習中だった。グループで調べたことを発表するためテーマを決めようと話し合いをした。話し合いの結果、班長の出したテーマに決まり、私は担当の分野を細かく調べた。しかし、数分して班長が変えようと提案してきた。正直、少し嫌だったけれど他の子がいいならいいやと周りに合わせた。また数分後、今度は違う子が変えようと提案してきた。焦った班長がどうしようか聞いても誰も何も言えなかった。私は、言いたいことは頭に浮かんでいたのに声に出すことが出来なかった。結局発表の時間では、まともに発表出来ず怒られてしまった。私は、「あの時変えたくないと言えばよかった。」と後悔した。
　確かに、「変えないで」と言ったら嫌そうな顔をされたかもしれない。しかし、相手の反応を恐れて何もせず後悔するよりも、誰かのためを思って発言や行動することの方が、大事なのではないかと私は思うようになった。
　その後、もう一度似たような場面に出会った。
ある日、クラスメイトが一人で帰ろうとしていたが、どこか寂しげな表情を浮かべていた。私はその子とあまり話したことがなかったので迷った。けれど、前回の経験を思い出し、勇気を出して誘った。その子は最初、驚いたような顔をしていたが、やがて「うん。」と笑顔で返事をしてくれた。その一言で私の心は緊張が解けてふっと軽くなった。
　あの時、私が誘っていなければずっと仲良く話せなかったかもしれないし、友達になれなかったかもしれない。
　これまでの経験を活かして私は、空気を読んでやり過ごすのではなく、自分の気持ちと相手の気持ちを大切にして行動することが出来た。たった一言の声かけでも、それが誰かの心を明るくすることもある。そのことを、自分の言葉と体験で知った。
　人に何かを伝えたり、助けようとすることは、決して簡単なことではない。もし間違っていたら、嫌がられてしまったらと不安でいっぱいになってしまうこともある。それでも、そこに勇気を持って踏み出す行動があるからこそ、人と人は繋がれるのだと思う。
　空気を読むことももちろん大切だ。しかし、空気ばかりを気にして何もしないでいるより、行動に移すことの方が、何倍も意味があると思う。
　相手のことを本気で思っているからこそ、声をかけたり、手を差しのべたりすることが出来る。
　そういう行動が、社会を少しずつ明るくしていくのだと私は考える。
　私はこれからも、「空気を読む」だけではなく、「行動する」自分でいたい。困っている人に気づいたら、そっと声をかけ寄り添う。元気のない友達を見かけたら、「どうしたの？」と話しかける。ほんの小さな一歩でも、それが誰かの力になれると信じている。
　「空気を読むより行動を選んだ日」
あの時の経験は、今の私の大きな財産になった。
　社会を明るくするというのは、何か特別なことをすることではなく、身近な誰かを思って動くこと、それこそが明るい社会の始まりだ。
　私は、これからも行動することを恐れず、人と人との心を繋ぐ存在でありたい。
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繋がっている社会
和歌山県・有田市立有和中学校・二年

清水　莉緒
　ある日、家に見知らぬ人の訪問があった。玄関のチャイムが鳴ったので出ていくと、知らない人が立っていた。その人が私を見ると、「すみません。五日間、何も食べていないので少しお金をいただけませんか」と言った。私は怖くなって固まってしまった。そこに母が、「はーい」と言いながら出てきてくれた。母はその人をみても顔色を変えず、笑顔をむけながら、「こんにちは。どうされました？」と聞くと、その人は私に話したことと同じ話をした。母は私に部屋に行くように言ってから、その人に玄関に置いてある椅子に「まあ、どうぞ」と案内した。そして、うんうんとうなずきながら話を聞いていた。しばらくしてから、心配になり様子を見に行くと、その人が帰るところだった。「ありがとう」と母に言って、私にも会釈をしながら笑顔で玄関を出て行った。その顔は、来た時よりも少し優しくなっていたように感じた。母は「気をつけて」と声をかけて見えなくなるまで見送っていた。「お金、渡したの？」と母に聞くと、「渡してないよ」と答えた。どうして渡さなかったのかと聞くと、「色んな理由があるけど。例えば、もし、あの人がアルコール依存症だとしたら、お金を渡すと、またそのお金でお酒を買ってしまって病気を悪化させることになってしまう。本当に五日も食べてないとしたら、お金ではなくて、緊急の支援が必要になってくるから、そういう機関に助けを求めるのも大事だよという話をして、うちからも連絡できるから必要だったら言うてねという話はしたよ」と話し、飲み物と少しのお菓子を渡したらしい。「お母さん、怖くなかったん？私は怖かった。服も汚れてたし」と話すと、「そうやなあ。でも大変そうに見えたから。追い出して、気持ち的に一人にしたらあかんと思ったんよ」と言ったので「なんで？」と聞くと、「莉緒だって、自分は独りぼっちやって思ったら悲しいし、怖くならん？誰かと話をして、どこか少しでも繋がっていたら、それだけでも心の安心になるような気がするんよ。繋がっておくっていうのは、ほんまに大事やと思う」と話した。「それに、あの人は加害者家族だった」と母が言った。
　『加害者家族』私にとって、初めて聞く言葉だった。母の説明によると、加害者家族とは、なんらかの犯罪で加害者となった人の家族のことをいうらしい。一つの犯罪が起きると、被害者、加害者だけでなく、その両者の家族もまた、苦しく、辛い道を歩むことになると教えられた。私は、犯罪がもし起こると、被害者やその家族が大変になることもわかるし、加害者本人も罪と向き合う苦しい時間を過ごすだろうという想像はできていたが、加害者家族まで辛く苦しい時間が続くという話にとても驚いた。それで、加害者家族について少し調べてみた。
　今、日本では年間七十万件くらいの犯罪が起きている。一日に二千件弱くらいの犯罪が起こっている計算になる。犯罪被害者とその家族は、事件に巻き込まれたことによる不幸だけでなく、その後にふりかかる副次的な被害にも翻弄される。日常生活を破壊され、苦しみに耐え切れず、自ら命を絶ってしまうことがあるそうだ。そうした状況を救済するために二〇〇四年に犯罪被害者等基本法が成立し、被害者やその家族を支援する道筋は、ある程度つけられたといえる。その一方で、加害者家族はどうだろう？度を超えたマスコミ取材、地域住民の好奇の目、見ず知らずの他人から理不尽なバッシング、職をかえ、学校も転校し、引っ越しをせざるをえなくなり、事件の関係者であることを他人に知られないようにひっそりと暮らさざるをえなくなることもあるそうだ。また、一度でもインターネット上に個人情報を暴露されてしまうと、情報流出を食い止めることは不可能となり、心ない人々からの攻撃におびえ続けることになる。自ら命を絶つ人も珍しくなく、その困難な状況は、被害者家族と驚くほど似ている。今日出会ったあの人が、加害者家族となって過ごしてきた日々を想像すると、心が痛んだ。そして、母が言っていた「少しでも繋がっておくことが大事」という言葉がとても重く、大切に感じた。苦しい環境の中であっても「独りぼっちではない」と感じられることは、とても大きいと思う。母のように、自分の言葉に耳を傾け、うなずいてくれる人がいたら、心の安定を保てるのではないかと思う。その安心感が心にあれば、たとえ困難にぶつかったとしても、怒りや悲しみのままに行動せず、新しい犯罪や再犯という負の連鎖もとめられるはずだ。私が出来ることはまだ少ないかもしれない。でも、あの人が帰る時にみせてくれた笑顔が少しでも広がっていけるように、「繋がっている社会」を目指したいと強く思う。それが私達の明るい社会に繋がると信じている。
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保護司とつくる、希望のある時間
福岡県・豊前市立八屋中学校・三年
中井　智喜
　今年の夏。それは、私にとって受験の夏です。それに加えて、私が初めて「保護司」という言葉と真剣に向き合った時間でもあります。それまでに、何度かこの言葉を耳にしたことはありました。しかし、他人事として捉えてしまい、深くは考えていなかったため詳しく学ぶ機会が今までありませんでした。そんなとき、先生に作文のテーマとして勧められました。難しそうと感じ、迷いましたが、挑戦してみようと思いこの作文を書きました。
　保護司についてほとんど知識のなかった私は、調べてみることから始めました。そこで最初に出会ったのが「Ｔｉｍｅ　ｗｉｔｈ　Ｈｏｐｅ―進む、希望とともに。」と書かれたポスターでした。淡い水色の背景に桃色で書かれたその言葉は、シンプルながらも温かさを感じました。このポスターに出会ったことで、保護司についてもっと知りたいと思うようになりました。
　保護司は、犯罪や非行に走ってしまった人が再び社会の一員として立ち直ることを支援する方々です。また、防犯の意識を高め、地域を見守るボランティアとしても活動しています。地域に密着しているため、地域の人として自然に関われることで、対象者にとっても信頼することができる環境になるのです。
　保護司について調べていく中で、中澤照子さんという方の記事に出会いました。中澤さんは保護司だった当時、保護観察者とともに「更生カレー」と呼ばれていたカレーをつくり、食事と交流を通して関係を深め、ともに更生について考えたそうです。
　私は、この記事を読んで「制度的な支援だけでは終わらない」という言葉が特に印象に残りました。ただの制度やルールでは、人は変われないということに気づかされたのです。人と人との信頼があってこそ、心が動くものだと思います。保護司は警察官や教師、親でもない地域の一市民として関わるので、どこか他人事のような関わりだと想像していました。しかし、実際は第三者の立場だからこそ、上下関係のない話しやすい関係で接しているのだと分かりました。
　これは、保護司に限らず、私たちの普段の暮らしにも大切な考え方であると気づきました。上下関係を持たず、信頼関係を大切にしたつながりを持つことで、一人では気づくことのできなかったものに出会えると思います。
　また、もう一つ中澤さんの記事で心に残った言葉があります。それは、「声かけは種まき」という言葉です。中澤さんは、保護司になる前から近所の子どもたちに声をかけていたそうです。記事には、
「その種は雨に流れちゃうかもしれないし、どぶに落っこちちゃうかもしれないけれど、声をかけていると、いらだっている相手がヒョイと気持ちの方向を変えてくれる雰囲気を肌で感じることがある。」
という文がありました。このような寛容な姿勢で、保護司が私たちの知らないところで、ある人の人生をより良いものに変えているのだと分かりました。
　私は、保護司の方々が日々努力をしながら、地域の防犯や保護観察者の更生に取り組んでいると学びました。そして、保護司のように社会を明るくするためにできることをしたいと考えました。その中で見つけたものが当たり前のことですが、挨拶をすることです。
　挨拶はいつ、どこでも、誰にでもすることができます。挨拶をすればどちらも心が温まります。現在、学校や地域などを見ても挨拶が薄れてきているように感じます。挨拶を恥ずかしいものと捉えず、日常の一部になることができれば、明るい未来をつくることができるのではないかと考えました。挨拶を通して学校や地域のつながりを深めていきたいと思います。そこで、私は学校内の人はもちろん、地域の方々にも進んで挨拶をしていこうと思います。また、ただ挨拶をするのではなく、心を込めた挨拶をしようと思います。
　今までの私のように、まだ「保護司」について詳しく知らないという人がたくさんいると思います。まずは、周りにいる人からより詳しく保護司やその魅力について学び、その学んだことをさまざまな人に伝えていこうと思います。そうすることで、今よりもっとこの運動が明るく広がっていくはずです。
　保護司のような優しくお互いを包みこんでくれるような人が増えたら、明るい社会は遠くないと思います。私もそんな人になれるように、少しずつ行動を積み重ねていきます。この作文を通して、明るい社会は一人ひとりの小さな行動から始まり、広がっていくものだと学びました。すべての人が過ごしやすい「希望のある時間」を持つことができるよう、この淡い水色の空にこの言葉を届けます。
「Ｔｉｍｅ　ｗｉｔｈ　Ｈｏｐｅ―進む、希望とともに。」
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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